
―43―

一　

は
じ
め
に

天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
正
月
に
白
雪
が
多
く
降
り
積
も
っ
た
こ
と
か
ら
、

橘
諸
兄
ら
は
元
正
太
上
天
皇
の
御
在
所
の
雪
掃
き
に
奉
仕
し
た
。
大
伴
家
持
は
、

そ
の
折
に
開
か
れ
た
肆
宴
で
の
五
首
の
応
詔
歌
を
取
り
ま
と
め
、
巻
十
七
に
収

録
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
太
上
天
皇
は
橘
諸
兄
ら
に
「
汝
諸
王
卿
等
、
聊
賦
此

雪
各
奏
其
歌
」
と
い
う
詔
を
下
し
た
と
い
う
。
そ
の
肆
宴
に
は
家
持
も
加
わ
り
、

詔
に
応
え
る
歌
を
奏
上
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
太
上
天
皇
と
橘
諸
兄
ら
臣
下

と
に
よ
る
、
君
臣
和
楽
の
歌
の
場
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

十
八
年
の
正
月
に
、
白
雪
多
に
降
り
て
、
地
に
積
む
こ
と
数
寸
な
り

き
。
時
に
、
左
大
臣
橘
卿
、
大
納
言
藤
原
豊
成
朝
臣
と
諸
王
臣
等

と
を
率
て
、
太
上
天
皇
の
御
在
所
〔
中
宮
の
西
院
〕
に
参
入
り
て
、
掃

雪
に
供
へ
奉
り
き
。
こ
こ
に
詔
を
降
し
て
、
大
臣
参
議
と
諸
王
と
は
、

大
殿
の
上
に
侍
は
し
め
、
諸
卿
大
夫
は
南
の
細
殿
に
侍
は
し
め
た
ま

ひ
て
、す
な
は
ち
酒
を
賜
ひ
て
肆
宴
し
た
ま
ふ
。
勅
し
て
曰
は
く「
汝

諸
王
卿
等
、
聊
か
に
こ
の
雪
を
賦
し
て
各
々
そ
の
歌
を
奏
せ
」
と
の

大
伴
家
持
と
白
雪
応
詔
歌
群

　
―
君
臣
和
楽
の
歌
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
―

 

大
谷　

歩

り
た
ま
ふ
。

左
大
臣
橘
宿
禰
の
、
詔
に
応
へ
た
る
歌
一
首

Ａ　

降
る
雪
の
白
髪
ま
で
に
大
君
に
仕
へ
ま
つ
れ
ば
貴
く
も
あ
る
か

                                          

（
巻
十
七
・
三
九
二
二
）

紀
朝
臣
清
人
の
、
詔
に
応
へ
た
る
歌
一
首

Ｂ　

天
の
下
す
で
に
覆
ひ
て
降
る
雪
の
光
を
見
れ
ば
貴
く
も
あ
る
か

                                              

（
同
・
三
九
二
三
）

紀
朝
臣
男
梶
の
、
詔
に
応
へ
た
る
歌
一
首

Ｃ　

山
の
峡
其
処
と
も
見
え
ず
一
昨
日
も
昨
日
も
今
日
も
雪
の
降
れ
れ
ば

                                              

（
同
・
三
九
二
四
）

葛
井
連
諸
会
の
、
詔
に
応
へ
た
る
歌
一
首

Ｄ　

新
し
き
年
の
は
じ
め
に
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は

                                              

（
同
・
三
九
二
五
）

大
伴
宿
禰
家
持
の
、
詔
に
応
へ
た
る
歌
一
首

Ｅ　

大
宮
の
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
降
れ
る
白
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

                                              

（
同
・
三
九
二
六
）

藤
原
豊
成
朝
臣
、
巨
勢
奈
弖
麻
呂
朝
臣
、
大
伴
牛
養
宿
禰
、
藤

原
仲
麻
呂
朝
臣
、
三
原
王
、
智
奴
王
、
船
王
、
邑
知
王
、
小
田

王
、
林
王
、
穗
積
朝
臣
老
、
小
治
田
朝
臣
諸
人
、
小
野
朝
臣
綱

手
、
高
橋
朝
臣
国
足
、
太
朝
臣
徳
太
理
、
高
丘
連
河
内
、
秦
忌

寸
朝
元
、
楢
原
造
東
人
。
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右
の
件
の
王
卿
等
、
詔
に
応
へ
て
歌
を
作
り
、
次
に
よ
り
て
奏

し
き
。
登
時
そ
の
歌
を
記
さ
ず
し
て
漏
失
せ
り
。
た
だ
秦
忌
寸

朝
元
は
、
左
大
臣
橘
卿
謔
れ
て
云
は
く
「
歌
を
賦
す
る
に
堪
へ

ず
は
麝
を
以
ち
て
贖
へ
」と
い
へ
り
。此
に
因
り
て
黙
已
を
り
き
。

十
八
年
正
月
、
白
雪
多
零
、
積
地
数
寸
也
。
於
時
、
左
大
臣
橘

卿
率
大
納
言
藤
原
豊
成
朝
臣
及
諸
王
臣
等
、
参
入
太
上
天
皇
御

在
所
〔
中
宮
西
院
〕、
供
奉
掃
雪
。
於
是
降
詔
、
大
臣
参
議
并
諸

王
者
、
令
侍
于
大
殿
上
、
諸
卿
大
夫
者
令
侍
于
南
細
殿
、
而
則

賜
酒
肆
宴
。
勅
曰
、
汝
諸
王
卿
等
、
聊
賦
此
雪
各
奏
其
歌
。

左
大
臣
橘
宿
祢
応
詔
歌
一
首

Ａ　

布
流
由
吉
乃　

之
路
髮
麻
泥
尒　

大
皇
尒　

都
可
倍
麻
都
礼
婆　

貴

久
母
安
流
香

紀
朝
臣
清
人
、
応
詔
歌
一
首

Ｂ　

天
下　

須
泥
尒
於
保
比
氐　

布
流
雪
乃　

比
加
里
乎
見
礼
婆　

多
敷

刀
久
母
安
流
香

紀
朝
臣
男
梶
、
応
詔
歌
一
首

Ｃ　

山
乃
可
比　

曽
許
登
母
見
延
受　

乎
登
都
日
毛　

昨
日
毛
今
日
毛　

由
吉
能
布
礼
々
婆

葛
井
連
諸
会
、
応
詔
歌
一
首

Ｄ　

新　

年
乃
婆
自
米
尒　

豊
乃
登
之　

思
流
須
登
奈
良
思　

雪
能
敷
礼

流
波

大
伴
宿
祢
家
持
、
応
詔
歌
一
首

Ｅ　

大
宮
能　

宇
知
尒
毛
刀
尒
毛　

比
賀
流
麻
泥　

零
流
白
雪　

見
礼
杼

安
可
奴
香
聞

藤
原
豊
成
朝
臣　
　
　

巨
勢
奈
弖
麻
呂
朝
臣

大
伴
牛
養
宿
祢　
　
　

藤
原
仲
麻
呂
朝
臣

三
原
王　
　
　
　
　
　

智
奴
王

船
王　
　
　
　
　
　
　

邑
知
王

小
田
王　
　
　
　
　
　

林
王

穗
積
朝
臣
老　
　
　
　

小
治
田
朝
臣
諸
人

小
野
朝
臣
綱
手　
　
　

高
橋
朝
臣
国
足

太
朝
臣
徳
太
理　
　
　

高
丘
連
河
内

秦
忌
寸
朝
元　
　
　
　

楢
原
造
東
人

右
件
王
卿
等
、
応
詔
作
歌
、
依
次
奏
之
。
登
時
不
記
其
歌
漏
失
。

但
秦
忌
寸
朝
元
者
、
左
大
臣
橘
卿
謔
云
、
靡
堪
賦
歌
以
麝
贖
之
。

因
此
黙
已
也（

１
）

。

序
文
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
雪
が
降
り
積
も
っ
た
日
に
、
橘
諸
兄
は
諸

王
卿
ら
を
率
い
て
元
正
太
上
天
皇
の
御
在
所
で
雪
掃
き
を
行
っ
た
。
そ
の
奉
仕

に
対
し
て
太
上
天
皇
は
肆
宴
を
賜
り
、
そ
の
上
で
彼
ら
に
、
雪
を
題
と
し
た
歌

を
奏
上
せ
よ
と
勅
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
奏
上
さ
れ
た
、
橘
諸
兄
・
紀
清
人
・

紀
男
梶
・
葛
井
諸
会
と
家
持
自
身
の
歌
を
含
め
た
五
首
の
応
詔
歌
が
記
録
さ
れ
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て
い
る
。
こ
の
五
首
は「
降
る
雪
」を
共
通
の
話
題
と
し
て
お
り
、「
汝
諸
王
卿
等
、

聊
か
に
こ
の
雪
を
賦
し
て
各
々
そ
の
歌
を
奏
せ
」
と
い
う
元
正
太
上
天
皇
の
勅

に
添
う
も
の
で
あ
る
。
Ａ
の
諸
兄
の
歌
は
、
雪
の
白
色
を
白
髪
に
見
立
て
、
白

髪
に
な
る
ま
で
末
永
く
お
仕
え
し
よ
う
と
、
雪
掃
き
の
奉
仕
か
ら
太
上
天
皇
に

対
す
る
奉
仕
へ
の
転
換
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
君
臣
和
楽
を
意
識

し
た
、
応
詔
歌
の
冒
頭
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

Ｂ
の
紀
清
人
の
歌
で
は
、「
降
る
雪
」
が
天
下
を
覆
う
如
く
降
り
し
き
っ
て
い

る
こ
と
を
詠
み
、
雪
の
光
の
貴
さ
か
ら
太
上
天
皇
の
威
光
へ
と
転
換
し
て
、
聖

君
を
讃
美
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
君
臣
和
楽
を
志
向
す
る
態
度
が
み
ら
れ
る
。

Ｃ
の
紀
男
梶
の
歌
で
は
、
山
峡
が
ど
こ
で
あ
る
か
も
見
え
な
い
ほ
ど
に
、
一
昨

日
も
昨
日
も
今
日
も
雪
が
降
り
続
い
た
こ
と
を
詠
む
。
そ
れ
は
、
そ
の
雪
が
天

下
を
覆
う
よ
う
に
、
太
上
天
皇
が
普
く
天
下
を
治
め
て
い
る
こ
と
を
褒
め
称
え

る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
Ｄ
の
葛
井
諸
会
の
歌
で
は
、
新
年
の

始
め
に
雪
が
降
り
積
も
っ
た
こ
と
を
詠
み
、「
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
」
に

よ
っ
て
そ
の
雪
を
豊
年
の
瑞
祥
と
し
、
太
上
天
皇
の
世
の
繁
栄
を
予
祝
し
て
い

る
。
Ｅ
の
大
伴
家
持
の
歌
で
は
、
大
宮
の
内
外
に
光
輝
く
よ
う
に
降
る
白
雪
は

見
飽
き
な
い
こ
と
だ
と
詠
み
、
そ
れ
を
太
上
天
皇
の
威
光
と
し
て
讃
美
し
、
五

首
の
最
後
に
配
置
し
て
い
る
。
家
持
の
歌
は
本
来
は
五
首
目
で
な
く
、
歌
が
披

露
さ
れ
た
順
番
は
異
な
る
と
す
る
見
方
も
あ
る
が（

２
）

、
順
番
を
入
れ
替
え
な
け
れ

ば
作
品
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
積
極
的
な
根
拠
は
見
出
せ
な
い
。

左
注
に
は
歌
を
奏
上
し
た
者
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
歌
は
書

き
漏
ら
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
歌
は
漏
失
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
秦
朝
元
に
つ
い
て
は
、
歌
を
詠
め
な
い
の
な
ら
ば
麝
香
で
弁
償
せ
よ
と

橘
諸
兄
に
か
ら
か
わ
れ
、
つ
い
に
黙
し
て
歌
を
詠
ま
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
左
注
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
物
の
中
で
歌
を
詠
ま

な
か
っ
た
の
は
朝
元
の
み
で
、
そ
の
他
の
参
列
者
は
全
員
が
歌
を
奏
上
し
た
の

で
あ
ろ
う
。「
登
時
そ
の
歌
を
記
さ
ず
し
て
漏
失
せ
り
」
と
い
う
の
が
家
持
の

取
捨
選
択
に
よ
る
意
図
的
な
編
集
で
あ
る
の
か
、
実
際
に
記
録
し
損
ね
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
真
偽
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
こ
の
五
首
か
ら
導
か
れ
る
作
品
の
意
義
を
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
続
日
本
紀
』
の
天
平
十
八
年
正
月
条
に
は
当
該
の
肆
宴
の
記
録
は
な
く
、

元
日
の
廃
朝
の
記
事
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
廃
朝
に
つ
い
て
は
、『
続
日

本
紀
』
天
平
十
七
年
九
月
十
七
日
条
の
聖
武
天
皇
の
勅
に
「
朕
、
頃
者
、
枕
席

安
か
ら
ず
、
稍
く
旬
日
に
延
く
。
以
為
る
に
、
治
道
失
有
り
て
、
民
多
く
罪
に

罹
る
に
あ
ら
む
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し（

３
）

。」
と
あ
り
、
天
皇
の
病
に
よ
る
罪
人

の
大
赦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
月
十
九
日
に
は「
天
皇
、不
豫
し
た
ま
ふ
」

の
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
天
平
十
八
年
の
廃
朝
を
天
皇
の
不
予
と
関
連
づ

け
る
見
方
も
あ
る
。
一
方
、
天
平
十
二
年
以
降
、
聖
武
天
皇
は
恭
仁
京
へ
の
遷

都
や
紫
香
楽
宮
へ
の
行
幸
を
く
り
返
し
、
天
平
十
七
年
九
月
に
よ
う
や
く
平
城

京
へ
帰
京
し
た
。
そ
の
た
め
、
天
平
十
八
年
は
五
年
ぶ
り
に
平
城
京
で
迎
え
る

正
月
で
も
あ
っ
た
。
当
該
作
品
は
、『
続
日
本
紀
』
が
伝
え
な
い
天
平
十
八
年

正
月
の
肆
宴
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
い
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え
る
。

当
該
作
品
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
家
持
と
橘
諸
兄
と
の
関
係
性
や
、
当
時

の
社
会
的
・
政
治
的
背
景
が
重
視
さ
れ
、
諸
注
釈
書
で
は
歌
の
作
者
や
左
注
に

列
挙
さ
れ
る
人
物
の
歴
史
的
な
閲
歴
に
つ
い
て
紙
幅
が
割
か
れ
て
き
た（

４
）

。
直
木

孝
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
元
正
太
上
天
皇
・
橘
諸
兄
の
勢
力
と
、
聖
武
天

皇
・
光
明
皇
后
・
藤
原
仲
麻
呂
の
勢
力
が
対
立
す
る
構
造
に
あ
る
中
で
、
諸
兄

に
よ
り
企
画
さ
れ
た
こ
の
正
月
の
雪
掃
き
は
「
ひ
と
つ
の
政
治
的
意
味
を
も
つ

で
き
ご
と
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い（

５
）

」と
い
う
。そ
の
根
拠
と
し
て
直
木
氏
は
、『
続

日
本
紀
』
天
平
十
六
年
閏
正
月
朔
日
条
の
記
事
を
挙
げ
、
当
時
、
五
位
以
上
の

官
人
は
四
十
七
名
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

６
）

。
そ
し
て
、
こ
の
人
数
は
天
平
十

八
年
の
平
城
京
に
お
け
る
在
京
人
数
と
大
き
な
変
化
は
な
い
と
推
測
し
、「
平

城
京
に
い
た
五
位
以
上
の
官
人
の
ほ
ぼ
半
数
が
、
諸
兄
に
ひ
き
い
ら
れ
て
元
正

太
上
天
皇
の
御
在
所
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
彼
ら
の
官
職

か
ら
「
太
政
官
首
脳
部
の
ほ
ぼ
全
員
と
、
八
省
の
長
官
ま
た
は
こ
れ
に
准
ず
る

も
の
五
名
（
兵
部
卿
・
民
部
卿
・
刑
部
卿
・
大
蔵
大
輔
・
治
部
大
輔
）
と
、
そ
の
ほ
か

に
造
宮
卿
・
弾
正
弼
な
ど
の
主
要
な
官
職
を
も
つ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
優

に
時
の
政
治
を
左
右
で
き
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
直
木
氏
の
指

摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
作
品
が
詠
ま
れ
る
契
機
と
な
っ
た
雪
掃

き
の
奉
仕
に
は
、
政
治
的
な
意
図
が
介
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
家

持
が
記
録
し
た
当
該
作
品
、
特
に
肆
宴
の
場
で
詠
ま
れ
た
応
詔
歌
五
首
の
成
立

は
、
諸
兄
の
政
治
的
意
図
を
前
提
と
し
て
読
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の

時
の
雪
掃
き
は
、
大
雪
が
降
っ
た
と
い
う
偶
然
の
自
然
現
象
に
機
縁
す
る
奉
仕

で
あ
り
、
そ
れ
を
当
該
作
品
の
序
文
の
記
述
か
ら
、
明
確
な
政
治
的
意
図
に
よ

る
行
為
で
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
家
持
が
当
該
作
品

を
記
録
し
た
意
図
を
こ
そ
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

実
際
の
肆
宴
の
場
と
当
該
歌
群
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
渡
瀬
昌
忠
氏

は
、肆
宴
に
お
け
る
配
列
順
（
席
順
）
と
歌
の
詠
出
順
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
、

席
順
は
位
階
順
で
あ
り
対
座
形
式
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
紀
清
人
以
下
の
四
首

は
宴
の
冒
頭
の
諸
兄
の
歌
を
承
け
つ
つ
、
一
座
の
総
括
と
し
て
詠
ま
れ
、
座
席

を
Ｕ
字
型
に
廻
る
順
番
で
詠
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る（

７
）

。
当
該
作
品

に
登
場
す
る
人
物
の
位
階
等
か
ら
当
該
の
肆
宴
の
配
列
順
を
想
定
す
る
こ
と
は
、

古
代
の
肆
宴
の
考
究
の
一
端
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

あ
く
ま
で
も
推
定
で
あ
り
、
詠
出
順
が
そ
の
ま
ま
『
万
葉
集
』
の
掲
載
順
で
あ

る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
、
詔
に
応
じ
た
の
が
こ
の
五
名
の

み
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
瀬
雅
之
氏
は
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

五
首
が
ひ
と
つ
の
場
に
連
続
し
て
詠
ま
れ
た
姿
を
主
張
す
る
の
な
ら
、
作

歌
事
情
は
一
首
目
の
直
前
に
ま
と
め
記
さ
れ
、
作
者
名
は
「
右
一
首
、
○

○
」
の
よ
う
な
形
で
左
注
に
ま
わ
す
こ
と
も
、
記
し
方
と
し
て
は
あ
り
得

た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
歌
群
は
総
題
と
も
い
え
る
記
述
の
ほ

か
に
、
個
々
の
歌
に
も
題
詞
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
れ

ぞ
れ
に
「
歌
一
首
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
五
首
は
、総
題
に
「
汝
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諸
王
卿
等
、
聊
賦
二

此
雪
一

、
各
奏
二

其
歌
一

。」
と
記
さ
れ
た
よ
う
な
詔
に

対
し
て
、
参
列
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
応
え
た
歌
の
中
か
ら
、
残
さ
れ
た

五
首
が
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る（

８
）

。

市
瀬
氏
の
こ
の
主
張
に
は
『
万
葉
集
』、
特
に
末
四
巻
の
題
詞
・
左
注
の
表

記
の
在
り
方
に
照
ら
し
て
も
一
定
の
合
理
性
が
あ
り
、
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
論
で
市
瀬
氏
が
「
五
首
が
他
の
多
く
の
歌
の
中
か

ら
選
ば
れ
て
い
る
と
ま
で
踏
み
込
ん
で
考
え
る
こ
と
も
難
し
い
。
で
き
る
こ
と

と
し
て
、
当
該
歌
群
を
残
さ
れ
た
ま
ま
に
読
み
解
き
、
表
さ
れ
た
内
容
を
確
か

め
て
お
く
」
こ
と
で
あ
る
と
も
述
べ
る
の
は
道
理
で
あ
る
。
配
列
順
や
本
来
の

詠
出
順
を
想
定
す
る
の
は
、
記
録
さ
れ
て
い
る
歌
が
無
い
限
り
推
測
の
域
を
出

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
当
該
作
品
は
残
さ
れ
た
ま
ま
に
受
け
取
り
、
そ
の

上
で
こ
の
五
首
の
成
立
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
該
作
品
の
序
文
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
雪
掃
き
と
い
う
奉
仕
に
よ

り
、
②
元
正
太
上
天
皇
に
よ
る
肆
宴
が
設
け
ら
れ
、
③
雪
を
賦
し
奏
上
す
る
と

い
う
応
詔
歌
の
場
が
成
立
し
た
、
と
い
う
三
つ
の
要
素
で
あ
る
。
①
雪
掃
き
の

奉
仕
、
②
肆
宴
、
③
雪
の
応
詔
歌
は
、
い
ず
れ
も
太
上
天
皇
を
君
と
し
、
諸
王

卿
ら
を
臣
下
と
す
る
君
臣
関
係
の
中
で
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
太
上
天
皇
の

勅
に
よ
っ
て
歌
が
求
め
ら
れ
、
応
詔
歌
が
奏
上
さ
れ
る
と
い
う
行
為
に
も
明
確

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
首
の
応
詔
歌
は
、
太
上
天
皇
の
提
示
し
た
題
に

応
じ
る
形
で
、
全
て
が
「
降
る
雪
」
を
主
題
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
内
容
に
よ
り
、
歌
を
通
し
た
〈
君
臣
和
楽
〉
の
姿
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
序
文
の
三
つ
の
要
素
が
君
臣
和
楽
を
意
図
し
た
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
筆
録
者
で
あ
る
家
持
の
意
図
が
介
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
家
持
が
意
図
し
た
君
臣
和
楽
の
姿
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
当
該
五
首

の
応
詔
歌
の
形
成
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二　
「
雪
掃
き
」
と
君
臣
和
楽
の
場

こ
の
時
の
雪
掃
き
が
正
月
の
何
日
の
こ
と
か
は
知
ら
れ
な
い
。
契
沖
の
『
万

葉
代
匠
記
』
精
撰
本
で
は
、「
正
月
」
の
下
の
日
付
が
落
ち
た
の
だ
ろ
う
と
い

う
が（

９
）

、
正
確
な
日
付
け
は
不
明
で
あ
る
。
佐
藤
隆
氏
は
、「
従
来
、
本
歌
群
は

漠
然
と
元
旦
朝
賀
の
儀
と
関
わ
っ
て
賀
の
歌
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
」
こ

と
に
対
し
、
天
平
十
六
年
以
降
、
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
朝
賀
は
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、「
本
歌
群
は
伝
統
的
な
宮
中
の
ハ
レ
の
元
旦
朝
賀
の
儀
の

折
り
の
、
肆
宴
の
場
で
制
作
さ
れ
た
歌
群
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
肆
宴
に
お
い
て
諸
兄
は
、「
当
然
開
催
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
肆
宴
を
、
風
雅
な
和
歌
披
露
の
宴
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
佐
藤
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
当
該
序
文
に
は

朝
賀
の
儀
の
際
の
肆
宴
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
保
証
す
る
事
情
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
大
雪
が
降
っ
た
と
い
う
偶
然
の
出
来
事
が
あ
り
、
そ
の
雪
掃
き

の
奉
仕
に
対
し
て
元
正
太
上
天
皇
が
賜
っ
た
肆
宴
で
あ
る
。
こ
の
時
、
諸
兄
を

含
め
た
二
十
三
人
も
の
臣
下
が
集
っ
た
こ
と
か
ら
、
宮
廷
を
挙
げ
て
の
賑
や
か
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な
雪
掃
き
と
な
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
様
子
を
太
上
天
皇
が
目
に
し

て
楽
し
ん
だ
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
雪
掃
き
と
い
う
奉
仕
で
あ
る
と
同
時
に
、
太

上
天
皇
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
太
上
天
皇
は
臣
下
た
ち
の
心
遣
い
を
労
う
べ
く
肆
宴
を
賜
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
汝
諸
王
卿
等
、
聊
か
に
こ
の
雪
を
賦
し
て
各
々
そ
の

歌
を
奏
せ
」
と
い
う
勅
へ
と
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

雪
掃
き
の
奉
仕
に
よ
っ
て
君
臣
和
楽
の
応
詔
歌
の
場
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
当
該
作
品
の
よ
う
に
、
雪
が
降
っ
た
こ
と
を
楽
し
み
と
し
、
そ
こ
が

歌
の
場
と
な
る
事
例
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
献
呈
歌
に
み
え
る
。

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
新
田
部
皇
子
に
献
れ
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

や
す
み
し
し　

わ
ご
大
王　

高
輝
ら
す　

日
の
皇
子　

し
き
い
ま
す　

大

殿
の
う
へ
に　

ひ
さ
か
た
の　

天
伝
ひ
来
る　

白
雪
じ
も
の　

往
き
か
よ

ひ
つ
つ　

い
や
常
世
ま
で
（
巻
三
・
二
六
一
）

反
歌
一
首

矢
釣
山
木
立
も
見
え
ず
降
り
ま
が
ふ
雪
の
さ
わ
け
る
朝
楽
も

                                          

（
同
・
二
六
二（

（1
（

）

こ
の
歌
で
は
、
日
の
皇
子
で
あ
る
新
田
部
皇
子
の
大
殿
の
上
に
天
上
か
ら
降

り
来
る
白
雪
が
詠
ま
れ
、
そ
れ
を
譬
喩
と
し
て
皇
子
へ
の
永
遠
の
奉
仕
が
誓
わ

れ
て
い
る
。
反
歌
で
は
矢
釣
山
の
木
立
も
見
え
な
い
ほ
ど
に
降
り
乱
れ
て
い
る
、

こ
の
雪
の
朝
は
楽
し
い
こ
と
だ
と
い
う
。
大
雪
の
降
り
ま
が
う
朝
が
楽
し
い
こ

と
だ
と
い
う
の
は
、
皇
子
も
奉
仕
者
も
大
雪
に
よ
っ
て
心
が
騒
ぎ
、
奉
仕
者
が

主
君
と
和
楽
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
喜
び
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

時
の
雪
も
偶
然
の
こ
と
で
あ
り
、
予
期
せ
ぬ
雪
が
人
び
と
の
心
を
騒
が
せ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
皇
子
へ
の
奉
仕
へ
と
向
か
っ
た
の
は
、
雪
が
瑞
祥
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
人
麻
呂
の
新
田
部
皇
子
献
呈
歌
に
つ
い
て
、
辰
巳

正
明
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

皇
子
の
大
殿
の
上
に
降
り
頻
る
白
雪
（
瑞
雪
）
は
、
皇
子
の
す
ぐ
れ
て
立

派
な
聖
君
子
と
し
て
の
《
徳
》
の
降
り
頻
る
こ
と
を
讃
め
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
思
想
が
《
豊
年
》
を
約
束
す
る
聖
君
子
に
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た
皇
子
と
し
て
、新
田
部
皇
子
を
称
え
て《
天

伝
ふ
雪
》
の
よ
う
に
、
有
徳
の
皇
子
に
永
遠
に
お
仕
え
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る（

（1
（

。

瑞
雪
は
主
君
の
優
れ
た
徳
へ
の
祝
福
で
あ
り
、
そ
の
徳
に
よ
っ
て
豊
年
が
約

束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
降
り
ま
が
ふ
」「
雪
の
さ
わ
け
る
」
の

よ
う
に
し
き
り
に
降
る
雪
を
詠
む
の
で
あ
り
、「
天
伝
ひ
来
る　

白
雪
じ
も
の
」

の
よ
う
に
永
遠
の
奉
仕
を
誓
約
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雪
を
瑞
祥
と

す
る
思
想
は
古
代
中
国
に
み
ら
れ
、
契
沖
の
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
は
、「
孝

武
帝
大
明
五
年
正
月
朔
日
雪
降
。
義
泰
以
衣
受
雪
為
佳
瑞
。
文
選
謝
恵
連
雪
賦

云
。
盈
尺
則
呈
瑞
於
豊
年

丈
則
表
沴
於
陰
徳
」（
同
精
撰
本
）
を
引
い
て
、
雪

が
め
で
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
雪
そ
の
も
の

が
瑞
雪
な
の
で
は
な
く
、
主
君
の
徳
が
天
に
愛
で
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
瑞
雪
が

降
る
の
で
あ
り
、
そ
の
雪
に
よ
っ
て
豊
年
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
主
君
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が
臣
下
か
ら
称
え
ら
れ
る
の
は
、
主
君
が
そ
の
よ
う
な
徳
を
有
す
る
か
ら
で
あ

り
、
臣
下
は
雪
が
降
れ
ば
主
君
の
徳
を
祝
福
す
る
の
で
あ
る
。
当
該
作
品
に
お

い
て
は
、そ
の
祝
福
の
方
法
が
雪
掃
き
と
い
う
奉
仕
で
あ
り
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
君
臣
一
体
の
心
が
示
さ
れ
、
君
臣
和
楽
の
歌
の
場
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

越
中
国
守
時
代
の
大
伴
家
持
の
作
品
に
は
、
正
月
に
雪
が
降
っ
た
こ
と
を
喜

ぶ
宴
の
歌
が
存
す
る
。
宮
廷
を
離
れ
た
地
方
に
あ
っ
て
も
、
新
年
の
雪
は
瑞
祥

と
し
て
愛
で
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

①
新
し
き
年
の
初
め
は
弥
年
に
雪
踏
み
平
し
常
か
く
に
も
が

                                          

（
巻
十
九
・
四
二
二
九
）

右
の
一
首
の
歌
は
、
正
月
二
日
に
、
守
の
館
に
集
り
て
宴
せ
り
。

時
に
降
る
雪
殊
に
多
く
、
積
み
て
四
尺
あ
り
。
即
ち
主
人
大
伴
宿

禰
家
持
、
こ
の
歌
を
作
れ
り
。

②
降
る
雪
を
腰
に
な
づ
み
て
参
り
来
し
験
も
あ
る
か
年
の
初
に

                                          

（
巻
十
九
・
四
二
三
〇
）

右
の
一
首
は
、
三
日
に
、
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
の
館
に
し
て
会
集

ひ
て
宴
楽
せ
し
時
に
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。

十
一
日
に
、
大
雪
の
落
り
積
る
こ
と
尺
に
二
寸
あ
り
。
因
り
て

拙
き
懐
を
述
べ
た
る
歌
三
首
（
う
ち
一
首
目
）

③
大
宮
の
内
に
も
外
に
も
め
づ
ら
し
く
降
れ
る
大
雪
な
踏
み
そ
ね
惜
し

                                          

（
巻
十
九
・
四
二
八
五
）

①
は
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
正
月
二
日
、
家
持
が
国
守
の
館
で
郡
司

た
ち
に
賜
っ
た
正
月
の
賀
宴
の
歌
で
あ
り
、
新
年
の
は
じ
め
に
雪
を
踏
み
平
ら

に
し
て
、
毎
年
こ
の
よ
う
な
宴
を
開
き
た
い
と
詠
ん
で
い
る
。
正
月
に
は
国
守

が
郡
司
ら
に
宴
を
賜
う
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
、「
天
平
勝
宝
二
年
正

月
二
日
に
、
国
庁
に
饗
を
諸
の
郡
司
等
に
給
へ
る
宴
の
歌
一
首
」（
巻
十
八
・
四

一
三
六
番
歌
・
題
詞
）
や
「
三
年
の
春
正
月
一
日
に
、
因
幡
国
の
庁
に
し
て
、
饗

を
国
郡
の
司
等
に
賜
へ
る
宴
の
歌
一
首
」（
巻
二
十
・
四
五
一
六
番
歌
・
題
詞
）
な

ど
と
み
え
る
。
①
の
左
注
に
は「
時
に
降
る
雪
殊
に
多
く
、積
み
て
四
尺
あ
り
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
雪
が
降
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
早
朝
に
館
の
周
り
の
雪
踏
み
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雪
を
踏
み
な

ら
す
こ
と
が
地
を
踏
み
鎮
め
る
こ
と
へ
と
転
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
太
平
な
る
一

年
が
祈
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雪
を
踏
み
な
ら
し
た
の
が
郡
司
た
ち
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
雪
踏
み
は
国
守
で
あ
る
家
持
へ
の
奉
仕
で
あ
る
と
み
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
家
持
が
あ
え
て
歌
に
「
雪
踏
み
」
を
詠
ん
だ
の
は
、
雪
踏
み

の
奉
仕
に
対
し
て
酒
宴
を
賜
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
国
守
を
主

君
に
、
郡
司
を
臣
下
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
越
中
赴
任
後
の
家
持
の
①
の
正

月
の
賀
宴
は
、
当
該
作
品
の
宮
中
で
の
奉
仕
と
肆
宴
と
同
じ
構
図
の
中
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。
②
は
、
①
の
翌
日
、
内
蔵
縄
麻
呂
邸
に
お
け
る
宴
で
、
降
り
積

も
る
雪
に
腰
ま
で
埋
ま
り
な
が
ら
や
っ
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

歌
は
、
雪
に
難
儀
し
な
が
ら
も
縄
麻
呂
邸
を
訪
れ
、
共
に
新
年
を
祝
う
こ
と
が
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で
き
た
こ
と
へ
の
喜
び
で
あ
り
、
縄
麻
呂
に
対
す
る
気
遣
い
の
歌
で
あ
る
。
③

は
、
天
平
勝
宝
五
年
正
月
十
一
日
、
大
雪
の
日
の
家
持
の
述
懐
歌
で
あ
る
。「
大

宮
の
内
に
も
外
に
も
め
づ
ら
し
く
降
れ
る
大
雪
」
と
は
、
当
該
の
家
持
の
Ｅ
の

「
大
宮
の
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
降
れ
る
白
雪
」
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。

し
か
し
、
①
で
「
雪
踏
み
平
」
す
こ
と
に
よ
り
郡
司
た
ち
と
の
宴
を
楽
し
み
、

一
年
の
平
安
を
願
っ
て
い
た
家
持
は
、
③
の
歌
で
は
降
っ
た
大
雪
を
「
な
踏
み

そ
ね
惜
し
」
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
同
じ
正
月
の
大
雪
を
詠
み
な
ら
が
も
、
異

な
る
発
想
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
③
の
よ
う
に
、
雪
を
踏
ん
で
は
な
ら

な
い
こ
と
を
詠
む
歌
が
、
巻
十
九
の
伝
誦
歌
に
み
ら
れ
る
。

④
大
殿
の　

こ
の
廻
の　

雪
な
踏
み
そ
ね　

し
ば
し
ば
も　

降
ら
ぬ
雪
そ

山
の
み
に　

降
り
し
雪
そ　

ゆ
め
寄
る
な　

人
や　

な
踏
み
そ
ね
雪
は

                                          
（
巻
十
九
・
四
二
二
七
）

反
歌
一
首

⑤
あ
り
つ
つ
も
見
し
給
は
む
そ
大
殿
の
こ
の
廻
の
雪
な
踏
み
そ
ね

                                          

（
巻
十
九
・
四
二
二
八
）

右
の
二
首
の
歌
は
、
三
形
沙
弥
の
、
贈
左
大
臣
藤
原
北
卿
の
語
を

承
け
、
依
り
て
誦
め
り
。
聞
き
て
伝
ふ
る
は
笠
朝
臣
子
君
。
復
後

に
伝
へ
読
む
は
、
越
中
国
の
掾
久
米
朝
臣
広
縄
こ
れ
な
り
。

こ
の
④
⑤
の
歌
は
、
三
形
沙
弥
が
藤
原
房
前
の
言
葉
を
承
け
て
詠
ん
だ
も
の

で
、
笠
子
君
が
聞
き
伝
え
、
さ
ら
に
久
米
広
縄
が
伝
え
読
ん
だ
と
い
う
、
歌
の

伝
承
過
程
が
明
確
に
記
さ
れ
た
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
三
形
沙
弥
は
こ
の
歌
で
、

大
殿
の
周
辺
の
雪
を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
を
く
り
返
し
訴
え
て
い
る
。
山

に
し
か
降
ら
な
い
珍
し
い
雪
で
あ
る
か
ら
踏
む
な
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
真
の

理
由
は
反
歌
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
。
反
歌
で
は
、
こ
の
雪
は
大
殿
の
主
人
が

ご
覧
に
な
る
雪
で
あ
る
の
で
、
そ
の
周
囲
の
雪
を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
の
だ
と

い
う
。「
大
殿
」
の
主
人
が
誰
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、重
要
な
こ
と
は
、

そ
の
主
人
に
雪
を
見
せ
よ
う
と
す
る
意
味
で
あ
る
。
先
の
柿
本
人
麻
呂
の
歌
に

も
「
大
殿
」
が
登
場
し
、
大
殿
の
上
に
降
り
し
き
る
雪
は
殿
の
主
人
の
大
い
な

る
徳
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
④
⑤
に
お
い
て
三
形
沙
弥
が
雪
を
踏
ま
な
い
よ
う

に
警
告
す
る
の
は
、
大
殿
に
降
り
し
き
っ
た
新
雪
は
瑞
雪
で
あ
り
、
そ
れ
を
主

人
が
愛
で
る
た
め
に
踏
む
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

正
月
に
「
掃
雪
」
や
「
雪
踏
み
」
の
よ
う
に
雪
に
ま
つ
わ
る
奉
仕
が
行
わ
れ
、

そ
の
奉
仕
に
対
し
て
宴
が
催
さ
れ
る
と
い
う
構
造
は
、
君
臣
関
係
を
実
際
の
行

為
と
し
て
具
体
化
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
臣
下
の
奉

仕
を
と
お
し
て
実
感
さ
れ
た
理
想
の
君
臣
関
係
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
雪
掃
き

の
奉
仕
は
肆
宴
と
応
詔
歌
の
場
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

三　
「
応
詔
」
と
君
臣
和
楽
の
歌

古
代
に
応
詔
に
よ
っ
て
奏
上
さ
れ
た
詩
歌
は
、『
万
葉
集
』お
よ
び『
懐
風
藻
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
作
品
の
よ
う
に
天
皇
の
命
に
よ
る
題
詠
の
応
詔

歌
は
、後
述
す
る
石
川
命
婦
の
例
の
み
で
あ
る
（
巻
二
十
・
四
四
三
九
）。
ま
た
、『
続
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日
本
紀
』
を
閲
覧
す
る
と
、
応
詔
の
詩
が
奏
上
さ
れ
た
記
録
を
み
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
中
に
は
題
詠
の
応
詔
詩
と
認
め
ら
れ
る
例
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
用

例
の
中
で
、
当
該
作
品
と
同
じ
聖
武
朝
の
記
事
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

①
巻
九
・
神
亀
三
（
七
二
六
）
年
九
月
条

庚
寅
（
十
五
日
）、
内
裡
に
玉
棗
生
ひ
た
り
。
勅
し
て
、
朝
野
の
道

俗
ら
を
し
て
玉
棗
の
詩
賦
を
作
ら
し
め
た
ま
ふ
。
壬
寅
（
二
十
七
日
）、

文
人
一
百
十
二
人
玉
棗
の
詩
賦
を
上
る
。
そ
の
等
第
に
随
ひ
て
、
禄

賜
ふ
こ
と
差
有
り
。
一
等
に
絁
廿
疋
、
綿
卅
屯
、
布
卅
端
。
二
等
に

絁
十
疋
、
綿
廿
屯
、
布
廿
端
。
三
等
に
絁
六
疋
、
綿
六
屯
、
布
八

端
。
四
等
に
絁
四
疋
、
綿
四
屯
、
布
六
端
。
不
第
に
絁
一
疋
、
綿
一

屯
、
布
三
端
。

②
巻
十
・
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
年
三
月
条

三
月
己
亥
（
三
日
）、
天
皇
、
鳥
池
の
塘
に
御
し
ま
し
て
五
位
已
上
を

宴
し
た
ま
ふ
。
禄
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。
ま
た
、
文
人
を
召
し
て
曲
水

の
詩
を
賦
は
し
む
。
各
絁
十
疋
、
布
十
端
を
賚
ふ
。
内
親
王
以
下
、

百
官
の
使
部
已
上
の
禄
亦
差
有
り
。

③
巻
十
・
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
三
月
条

三
月
丁
亥
（
三
日
）、
天
皇
、
松
林
宮
に
御
し
ま
し
て
五
位
已
上
を
宴

し
た
ま
ふ
。
文
章
生
ら
を
引
き
て
曲
水
を
賦
は
し
む
。
絁
・
布
賜
ふ

こ
と
差
有
り
。

④
巻
十
一
・
天
平
六
（
七
三
四
）
年
七
月
条

秋
七
月
丙
寅
（
七
日
）、
天
皇
、
相
撲
の
戯
を
観
す
。
是
の
夕
、
南
苑

に
徙
り
御
し
ま
し
て
、
文
人
に
命
せ
て
、
七
夕
の
詩
を
賦
せ
し
め
た

ま
ふ
。
禄
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。

⑤
巻
十
三
・
天
平
十
（
七
三
八
）
年
七
月
条

秋
七
月
癸
酉
（
七
日
）、
天
皇
、
大
蔵
省
に
御
し
ま
し
て
相
撲
を
覧
す
。

晩
頭
に
、
転
り
て
西
池
宮
に
御
し
ま
す
。
因
て
殿
の
前
の
梅
樹
を
指

し
、
右
衛
士
督
下
道
朝
臣
真
備
と
諸
の
才
子
と
に
勅
し
て
曰
は
く
、

「
人
皆
志
有
り
て
、
好
む
所
同
じ
か
ら
ず
。
朕
、
去
り
ぬ
る
春
よ
り

こ
の
樹
を
翫
ば
む
と
欲
へ
れ
ど
も
、
賞
翫
す
る
に
及
ば
ず
。
花
葉
遽

か
に
落
ち
て
、
意
に
甚
だ
惜
し
む
。
各
春
の
意
を
賦
し
て
、
こ
の
梅

樹
を
詠
む
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
文
人
卅
人
、
詔
を
奉
け
た
ま
は
り

て
賦
す
。
因
て
五
位
已
上
に
は
絁
廿
匹
、
六
位
已
下
に
は
各
六
匹
を

賜
ふ
。

①
は
神
亀
三
年
九
月
、
内
裏
に
玉
棗
の
生
え
た
こ
と
か
ら
、「
朝
野
の
道
俗
」

つ
ま
り
朝
廷
に
使
え
る
官
人
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
玉
棗
の
詩
賦
を

作
ら
せ
た
と
い
う
。
そ
の
勅
が
出
さ
れ
た
の
が
庚
寅
（
十
五
日
）
で
あ
り
、
文

人
一
百
十
二
人
が
詩
を
奏
上
し
た
の
は
、
勅
か
ら
十
二
日
後
の
壬
寅
（
二
十
七
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日
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
応
詔
詩
は
即
興
で
は
な
く
、
広

く
朝
野
の
優
れ
た
文
人
の
詩
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
の
神
亀
五
年
の
記
事
に
「
勅
」
の
語
は
み
え
な
い
が
、「
文
人
を
召
し
て
曲

水
の
詩
を
賦
は
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
位
以
上
の
官
人
に
宴
を
賜
っ
た

天
皇
の
命
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
は
三
月
三
日
の
上
巳
の
節
日
の
曲
水

の
宴
の
こ
と
で
あ
り
、
天
平
二
年
の
③
も
同
様
に
上
巳
の
節
日
で
あ
る
。
④
の

天
平
六
年
は
七
夕
の
節
日
に
お
い
て
、
文
人
に
七
夕
の
詩
を
詠
ま
せ
た
記
録
で

あ
る
。
⑤
は
天
平
十
年
七
月
七
日
の
晩
、
天
皇
は
西
池
宮
の
殿
の
前
の
梅
の
樹

を
指
し
て
、
下
道
真
備
ら
に
勅
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
春
か
ら
こ
の
樹
を
賞
美

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
「
賞
翫
」
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
花
や
葉
が
落
ち
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
た
の
で
、「
才
子
」
ら
に
春
の
意
を
賦
し
て
梅

の
樹
を
詠
む
こ
と
を
命
じ
、
文
人
三
十
人
が
梅
の
詩
賦
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
③

⑤
の
記
事
か
ら
は
、
奏
上
さ
れ
た
の
が
詩
か
歌
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
①
②
④

の
記
事
に
「
詩
（
賦
）」
が
奏
上
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
③
⑤

も
応
詔
詩
の
場
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
記
事
に
も
そ
の
時
に
奏

上
さ
れ
た
詩
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
①
は
百
十
二
人
、
⑤
は
三
十
人
、
②

③
は
五
位
以
上
の
官
人
を
召
し
て
の
宴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
十
人
の
詩
の
奏

上
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
①
の
玉
棗
の
詩
賦
に
つ
い
て
は
、

東
野
治
之
氏
が
『
経
国
集
』
巻
一
に
載
る
藤
原
宇
合
の
「
棗
賦
」
の
詩
が
こ
の

時
奏
上
さ
れ
た
詩
賦
の
一
篇
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、『
続

日
本
紀
』
と
い
う
歴
史
書
の
性
格
上
、
奏
上
さ
れ
た
詩
の
一
々
を
記
録
す
る
こ

と
よ
り
も
、
天
皇
の
命
に
よ
り
臣
下
か
ら
詩
が
奏
上
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
天

皇
が
禄
を
賜
う
と
い
う
君
臣
の
関
係
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
詩
を
奏
上
し
た
人
々
を
①
②
④
で
は「
文
人
」と
し
、特
に
①
で
は「
朝

野
の
道
俗
」
の
中
の
「
文
人
」、
③
は
「
文
章
生
」、
⑤
で
は
「
才
子
」
と
表
記

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
聖
王
の
治
世
に
は
詩
文
に
優
れ
た
才
あ
る
臣
下
が
集

う
と
い
う
、天
皇
の
徳
を
称
讃
す
る
態
度
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
①
で「
朝

野
の
道
俗
」
を
も
対
象
と
し
た
の
は
、
臣
下
に
限
ら
ず
野
に
隠
れ
て
い
る
「
没

賢
」
も
、
優
れ
た
王
の
世
に
あ
ら
わ
れ
て
奉
仕
す
る
と
い
う
思
想
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
天
子
の
徳
が
天
下
に
普
く
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
を
示
す

意
図
に
よ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
応
詔
詩
を
め
ぐ
る
天
子
と
臣
下

と
の
関
係
に
お
い
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
⑤
の
例
で
あ
る
。
⑤
は
夏

七
月
の
記
事
で
あ
り
、
詩
題
と
な
っ
て
い
る
梅
は
春
の
花
で
あ
る
。
そ
の
春
の

花
で
あ
る
梅
を
「
賞
翫
す
る
に
及
ば
ず
」
と
述
べ
る
の
は
、臣
下
（
文
人
・
才
子
）

と
共
に
愛
で
る
こ
と
を
求
め
る
態
度
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

美
景
は
君
臣
が
一
体
と
な
っ
て
賞
美
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
こ

れ
は
、謝
霊
運
の
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
八
首
并
序
」（『
文
選
』
巻
三
十
・
雑
擬
上
）

の
序
文
に
説
か
れ
る
理
念
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
魏
の
太
子
の
『
鄴
中
集
』
の
詩
に
擬
す
八
首　
五
言　

并
に
序
」

                                                      

謝
霊
運

建
安
の
末
、
余
時
に
鄴
宮
に
在
り
。
朝
に
遊
び
夕
べ
に
讌
し
、
歓
愉
の
極

を
究
む
。
天
下
の
良
辰
と
美
景
、
賞
心
と
楽
事
、
四
つ
の
者
は
并
せ
難
し
。
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（
以
下
略（

（1
（

）

謝
霊
運
は
魏
文
帝
（
曹
丕
）
の
文
学
サ
ロ
ン
を
理
想
と
し
、
そ
こ
に
詠
ま
れ

た
詩
で
あ
る
と
し
て
「
鄴
中
集
」
を
擬
作
し
、
建
安
の
七
子
で
あ
る
詩
人
に
擬

し
た
詩
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
記
さ
れ
た
序
文
は
曹
丕
に
擬
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
夕
に
宴
を
開
い
て
楽
し
み
を
尽
く
し
た
こ
と
、
こ
の
よ

う
な
天
下
の
「
良
辰
・
美
景
・
賞
心
・
楽
事
」
が
揃
う
こ
と
は
極
め
て
難
し
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
良
辰
」
は
良
い
季
節
の
良
き
日
、「
美
景
」
は
美
し
い

自
然
の
風
景
、「
賞
心
」
は
そ
の
よ
う
な
風
景
を
愛
で
楽
し
む
こ
と
、「
楽
事
」

は
詩
文
を
作
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
四
者
が
謝
霊
運
の
理
想
と
し
た
君

臣
一
体
の
宴
の
あ
り
方
で
あ
り
、
こ
の
理
念
を
志
向
し
た
の
が
近
江
朝
の
漢
文

学
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

（1
（

。

謝
霊
運
の
文
学
理
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
⑤
の
聖
武
天
皇
の
勅
の
「
賞

翫
」
は
「
賞
心
」
と
同
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
君
臣
の
和
楽
を
求
め
よ
う
と
す
る

天
皇
の
姿
で
あ
る
。
応
詔
詩
が
奏
上
さ
れ
る
宴
に
お
け
る
最
も
重
要
な
意
義
は

君
臣
和
楽
の
現
出
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
、

右
の
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
の
意
図
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
雪
」
を
詠
題
と
す
る
応
詔
詩
が
奏
上
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
以
下
に
検
討
し

て
み
た
い
。

　
四　

雪
の
応
詔
・
応
制
詩

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、「
雪
」
を
詠
題
と
す
る
応
詔
の
歌
は
、
当
該
の
天
平

十
八
年
の
正
月
以
外
に
は
次
の
例
を
み
る
の
み
で
あ
る
。

冬
の
日
に
靱
負
の
御
井
に
幸
し
し
時
に
、
内
命
婦
石
川
朝
臣
の
詔

に
応
へ
て
雪
を
賦
め
る
歌
一
首　
諱
は
邑
婆
と
い
ふ

松
が
枝
の
地
に
著
く
ま
で
降
る
雪
を
見
ず
て
や
妹
が
籠
り
居
る
ら
む

                                          

（
巻
二
十
・
四
四
三
九
）

時
に
水
主
内
親
王
、
寝
膳
安
か
ら
ず
、
日
を
累
ね
て
参
り
た
ま
は
ず
。

因
り
て
こ
の
日
を
以
ち
て
、
太
上
天
皇
、
侍
嬬
等
に
勅
し
た
ま
ひ
し

く
「
水
主
内
親
王
に
遣
ら
む
た
め
に
雪
を
賦
み
て
歌
を
作
り
て
奉
献

れ
」
と
宣
り
給
へ
り
。
こ
こ
に
諸
命
婦
等
歌
を
作
り
堪
へ
ず
。
し
か

る
に
こ
の
石
川
命
婦
、
独
り
こ
の
歌
を
作
り
て
奏
し
き
。

右
の
件
の
四
首
は
、
上
総
国
の
大
掾
正
六
位
上
大
原
真
人
今
城
、
伝

へ
誦
み
て
し
か
云
ふ
。〔
年
月
い
ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
〕

こ
れ
は
、
石
川
命
婦
が
太
上
天
皇
の
詔
に
応
じ
て
賦
し
た
雪
の
歌
で
あ
る
。

大
原
真
人
今
城
が
伝
誦
し
た
と
い
う
こ
の
歌
は
制
作
年
未
詳
で
あ
り
、
こ
の

「
太
上
天
皇
」
は
奇
し
く
も
当
該
作
品
と
同
じ
元
正
太
上
天
皇
で
あ
る
。
水
主

内
親
王
は
天
平
九
年
（
七
二
七
）
八
月
に
薨
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
応
詔

歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
左
注
に
よ
れ
ば
、
水

主
内
親
王
の
見
舞
い
の
た
め
に
、
太
上
天
皇
が
侍
嬬
ら
に
雪
の
歌
を
奉
る
よ
う

勅
し
た
が
、
そ
の
場
に
い
た
命
婦
ら
は
歌
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
石
川
命
婦

の
み
が
歌
を
奏
上
し
た
、
と
あ
る
。
島
田
裕
子
氏
は
、「
内
命
婦
た
だ
独
り
し
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か
詠
め
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
秀
で
た
歌
才
だ
け
で
な
く
、
本
来
漢
詩
の
領
域

で
あ
る
題
詠
に
周
囲
が
慣
れ
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
即
興
で
詠

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
題
詠
の
応
詔
の
詩
歌
は
、
本
来
は
漢
詩
の
場
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
歌
の
場
へ
と
展
開
し
た
の
が
元
正
太
上
天
皇
で
あ
り
、「
元
正
上

皇
と
い
う
女
帝
が
題
詠
応
詔
肆
宴
詩
か
ら
題
詠
応
詔
肆
宴
歌
へ
の
展
開
の
要
」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（1
（

。
た
し
か
に
、
前
節
で
み
た
『
続
日
本
紀
』
の
諸
例

は
い
ず
れ
も
漢
詩
に
お
け
る
応
詔
の
場
と
考
え
ら
れ
、
明
確
に
歌
を
要
求
し
て

い
る
の
は
当
該
作
品
と
右
の
作
品
に
お
け
る
元
正
太
上
天
皇
の
勅
の
み
で
あ
る
。

上
田
設
夫
氏
も
、
当
該
作
品
に
お
け
る
中
国
文
学
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

た
び
重
な
る
遣
唐
使
の
派
遣
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
文
物
の
影
響

も
、
肆
宴
歌
を
考
え
る
う
え
で
度
外
視
で
き
な
い
。
大
陸
の
風
習
や
知
識

が
導
入
さ
れ
、
文
学
の
形
態
の
う
え
に
も
中
国
的
な
影
響
が
強
く
あ
ら
わ

れ
て
く
る
。
天
平
一
八
（
七
四
六
）
年
正
月
の
肆
宴
歌
も
、
長
文
の
漢
文

を
前
後
に
配
し
、
中
に
絶
句
的
発
想
に
よ
っ
て
和
歌
が
挿
入
さ
れ
る
立
体

的
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、『
文
選
』
な
ど
の
中
国
文
学
の
影

響
を
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い（

（1
（

。

上
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
作
品
の
「
序
文
＋
歌
」
と
い
う
構
成
は

中
国
文
学
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
先
の
島
田
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
肆
宴
に
お
い
て
元
正
太
上
天
皇
が
希
求
し
た
宴
の
あ
り
方
と
、
当
該

作
品
を
記
し
た
家
持
の
意
図
は
、
中
国
の
応
詔
詩
の
概
念
と
密
接
な
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
作
品
の
構
成
や
表

記
は
家
持
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
が
直
ち
に
元
正

太
上
天
皇
の
意
図
と
す
る
に
は
慎
重
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
代
日
本
の
漢
詩
文
学
に
お
い
て
、
明
確
に
「
雪
」
が
主
題
と
な
る
作
品
と

し
て
は
、『
懐
風
藻
』
の
文
武
天
皇
の
「
詠
雪
」（
詩
番
十
七
）
と
、紀
古
麻
呂
の
「
望

雪
」（
詩
番
二
十
二
）
が
あ
る
。
中
国
六
朝
・
初
唐
詩
に
お
い
て
は
、
天
子
の
詠

に
追
和
す
る
「
奉
和
―
応
詔
（
応
制
）
詩
」
が
多
く
詠
ま
れ
る
が
、『
懐
風
藻
』

の
文
武
天
皇
の
詩
に
対
す
る
奉
和
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
紀
古
麻
呂

の
詩
は
「
無
為
聖
徳
重
寸
陰
。
有
道
神
功
軽
球
琳
。
垂
拱
端
坐
惜
歳
暮
。
披
軒

褰
簾
望
遙
岑
。（
以
下
略
）〔
無
為
の
聖
徳
寸
陰
を
重
ん
じ
、有
道
の
神
功
は
球
琳
を
軽
ん
ず
。

垂
拱
端
坐
し
て
歳
暮
を
惜
し
み
、
軒
を
披
き
簾
を
褰
げ
て
遙
に
岑
を
望
む（

（1
（

。〕」
と
、
年
の

瀬
に
雪
を
臨
ん
で
自
ら
を
静
か
に
顧
み
る
と
い
う
主
旨
で
あ
り
、
応
詔
の
場
の

作
で
は
な
い
。

当
該
作
品
と
中
国
文
学
と
の
関
係
を
早
く
に
指
摘
し
た
の
は
契
沖
の
『
万
葉

代
匠
記
』
で
あ
り
、『
宋
書
』（
巻
二
十
九
・
志
第
十
九
・
符
瑞
下
）
孝
武
帝
の
「
大

明
五
年
正
月
戊
午
元
日
、
花
雪
降
殿
庭
。
時
右
衛
将
軍
謝
荘
下
殿
、
雪
集
衣
。

還
白
、
上
以
為
瑞
。
於
是
公
卿
並
作
花
雪
詩（

（1
（

」
や
、
謝
恵
連
の
「
雪
賦
」
な
ど

の
例
を
指
摘
し
て
い
る
。『
宋
書
』
の
記
事
は
、宮
殿
の
庭
に
「
花
雪
」
が
降
り
、

謝
荘
が
殿
の
下
の
雪
を
集
め
て
衣
と
し
て
瑞
祥
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、

諸
卿
は
み
な「
花
雪
詩
」を
作
っ
た
と
い
う
。謝
荘
に
は「
和
元
日
雪
花
応
詔
詩
」

（
宋
詩
・
巻
六
）
が
あ
り
、
ま
た
大
明
元
年
の
詔
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
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「
瑞
雪
詠
」（
宋
詩
・
巻
六
）
も
あ
る
。
謝
恵
連
の
「
雪
賦
」
に
つ
い
て
島
田
氏
は
、

こ
の
「
雪
賦
」
の
内
容
と
当
該
作
品
の
肆
宴
の
状
況
と
が
類
似
し
て
お
り
、「
宮

の
大
雪
の
様
子
に
、
元
正
上
皇
が
こ
の
賦
を
思
い
出
さ
れ
諸
臣
に
雪
の
題
で
和

歌
を
詠
む
よ
う
に
勅
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、「
雪

賦
」
で
は
梁
王
の
命
に
は
じ
ま
り
、
司
馬
相
如
・
鄒
陽
・
枚
叔
が
詩
賦
や
乱
を

詠
む
内
容
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
「
雪
賦
」
で
は
、
梁
王
が
酒
宴
を
催
そ
う
と
鄒
陽
・
枚
乗
（
枚
叔
）・
司

馬
相
如
を
召
し
、
ま
ず
司
馬
相
如
に
対
し
て
「
抽
子
秘
思
、
騁
子
妍
辞
。
侔
色

揣
称
、
為
寡
人
賦
之
。〔
子
の
秘
思
を
抽
き
、
子
の
妍
辞
を
騁
せ
よ
。
色
を
侔
し
う
し
称

を
揣
り
、
寡
人
の
為
に
之
を
賦
せ
よ
と（

（2
（

。〕」
と
し
て
、
自
分
の
た
め
に
雪
の
美
し
さ

を
賦
せ
と
命
じ
、
そ
れ
に
応
じ
て
相
如
が
賦
す
。
相
如
の
賦
に
感
服
し
た
鄒
陽

は
、「
鄒
陽
聞
之
、
懣
然
心
服
。
有
懐
妍
唱
、
敬
接
末
曲
。
於
是
迺
作
而
賦
積

雪
之
歌
。〔
鄒
陽 

之
を
聞
き
、
懣
然
と
し
て
心
服
す
。
妍
唱
を
懐
ふ
有
り
、
敬
ん
で
末
曲

に
接
が
ん
と
す
。
是
に
於
て
迺
ち
作
つ
て
積
雪
の
歌
を
賦
す
。〕」
と
し
て
「
積
雪
之
歌
」

を
詠
み
、
続
け
て
「
白
雪
之
歌
」
を
詠
む
。
さ
ら
に
そ
の
歌
に
感
動
し
た
梁
王

は
、「
歌
卒
。
王
迺
尋
繹
吟
翫
、
撫
覧
扼
腕
。
顧
謂
枚
叔
、
起
而
為
乱
。〔
歌
卒
る
。

王
迺
ち
尋
繹
を
吟
翫
し
、
撫
覧
扼
腕
す
。
顧
み
て
枚
叔
に
謂
ふ
、
起
ち
て
乱
を
為
れ
と
。〕」

と
し
て
枚
乗
に
乱
を
作
れ
と
命
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
賦
に
は
「
応
詔
」
と
い

う
言
葉
は
み
ら
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
梁
王
の
命
に
よ
っ
て
詩
賦
が
続
け
て
詠

ま
れ
て
お
り
、
王
の
詩
酒
の
宴
に
奏
上
さ
れ
た
応
詔
詩
、
お
よ
び
応
詔
詩
に
和

し
た
詩
賦
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
司
馬
相
如
の
賦
に
は
「
盈
尺
則
呈
瑞
於
豊
年
、

袤
丈
則
表
沴
於
陰
徳
。〔
尺
に
盈
つ
れ
ば
則
ち
瑞
を
豊
年
に
呈
し
、
丈
に
袤
れ
ば
則
ち
沴

を
陰
徳
に
表
す
。〕」
と
あ
り
、
契
沖
以
降
の
諸
注
釈
書
は
こ
の
表
現
を
取
り
上
げ
、

当
該
歌
群
の
葛
井
諸
会
の
歌
に
詠
ま
れ
る
、
豊
年
の
瑞
祥
と
し
て
の
雪
と
い
う

発
想
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
た
し
か
に
、
相
如
の
賦
に
み
る
よ
う
な
、

雪
が
一
尺
積
も
れ
ば
豊
年
の
瑞
祥
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
古
代
中
国
に
お
い

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
雪
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
賦
は
謝
恵
連

以
前
に
も
、
晋
の
李
顒
や
孫
楚
の
「
雪
賦
」
が
み
ら
れ
、
雪
を
豊
年
や
め
で
た

い
こ
と
の
し
る
し
と
み
な
す
発
想
が
認
め
ら
れ
る
。

「
雪
賦
」
李
顒
（
全
晋
文
・
巻
五
十
三
／
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
・
天
部
下
）

何
時
雪
之
嘉
沢
。
亦
応
変
而
俱
凝
。
隨
同
雲
而
下
降
。
固
霑
渥
之
所
興
。

「
雪
賦
」
孫
楚
（
全
晋
文
・
巻
六
十
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
・
天
部
下
）

堯
九
載
𠮯
山
棲
兮
。
湯
請
祷
于
桑
林
。
罔
二
聖
𠮯
済
世
兮
。
孰
繁
衍
𠮯
迄

今
。
嗟
亢
陽
之
踰
時
兮
。
情
反
側
𠮯
寝
興
。
豊
隆
灑
雪
。
交
錯
翻
紛
。
膏

沢
偃
液
。
普
潤
中
田
。
肅
肅
三
麦
。
実
獲
豊
年（

（2
（

。

特
に
孫
楚
の
作
で
は
、
雪
が
恩
恵
と
な
っ
て
普
く
田
に
ゆ
き
わ
た
り
、
三
麦

の
実
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
豊
年
と
な
る
こ
と
を
寿
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
は

雪
が
農
作
物
に
と
っ
て
の
豊
年
の
予
兆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
繁
栄
が

予
祝
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
天
子
へ
奏
上
さ
れ
る
応
詔
詩
で
あ
る
場
合
に
は
、

こ
の
世
を
治
め
る
天
子
の
徳
沢
と
さ
れ
、
雪
を
賀
す
る
こ
と
は
天
子
の
徳
を
称

讃
す
る
こ
と
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
雪
を
主
題
と
し
た
応
制



―56―

詩
を
確
認
し
て
み
た
い
。

雪
を
主
題
と
す
る
応
制
詩
は
初
唐
に
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
代
表
的
な
詩
題
を

挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
巻
数
は
『
全
唐
詩
』
に
よ
る
）。

１
「
奉
和
喜
雪
応
制
」
許
敬
宗
（
巻
三
十
五
）

２
「
奉
和
人
日
清
暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」

宗
楚
客
（
巻
四
十
六
）・
李
嶠
（
巻
五
十
八
）・
劉
憲
（
巻
七
十
一
）・
李

乂
（
巻
九
十
二
）・
趙
彦
昭
（
巻
一
〇
三
）

３
「
奉
和
聖
製
喜
雪
応
制
」
宗
楚
客
（
巻
四
十
六
）・
張
説
（
巻
八
十
八
）

４
「
苑
中
遇
雪
応
制
」

宋
之
問
（
巻
五
十
三
）・
劉
憲
（
巻
七
十
一
）・
徐
彦
伯
（
巻
七
十
六
）・

沈
佺
期
（
巻
九
十
七
）・
趙
彦
伯
（
巻
一
〇
四
）

５
「
奉
和
春
日
玩
雪
応
制
」
宋
之
問
（
巻
五
十
三
）

６
「
遊
禁
苑
（
陪
）
幸
臨
渭
亭
遇
雪
応
制
」

李
嶠
（
巻
五
十
八
）・
李
適
（
巻
七
十
）・
蘇
頲
（
巻
七
十
三
）・ 
徐
彦
伯
（
巻

七
十
六
）

７
「
遊
苑
遇
雪
応
制
」
李
嶠
（
巻
六
十
一
）

８
「
人
日
玩
雪
応
制
」
劉
憲
（
巻
七
十
一
）

９
「
奉
和
聖
製
人
日
清
暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」
蘇
頲
（
巻
七
十
三
）

10
「
奉
和
聖
製
温
湯
対
雪
応
制
」
張
説
（
巻
八
十
六
）

11
「
奉
和
聖
製
義
成
校
猟
喜
雪
応
制
」
張
説
（
巻
八
十
六
）

12
「
奉
和
聖
製
野
次
喜
雪
応
制
」
張
説
（
巻
八
十
七
）

13
「
陪
幸
臨
渭
亭
遇
雪
応
制
」
李
乂
（
巻
九
十
二
）

14
「
奉
和
洛
陽
玩
雪
応
制
」
沈
佺
期
（
巻
九
十
六
）

15
「
苑
中
人
日
遇
雪
応
制
」
趙
彦
昭
（
巻
一
〇
三（

（2
（

）

こ
れ
ら
の
詩
の
特
徴
は
、「
奉
和
―
応
制
」の
詩
お
よ
び「
奉
和
聖
製
―
応
制
」

の
詩
題
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
朝
後
期
か
ら
初
唐
に
か
け

て
応
詔
・
応
制
詩
が
多
く
作
ら
れ
た
と
い
う
傾
向
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
特
に
初
唐
の
応
制
詩
は
天
子
の
作
に
和
す
「
奉
和
聖
製
」
の
応
制
詩
が
盛

ん
に
作
ら
れ
た
。
ま
た
、２
「
奉
和
人
日
清
暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」
や
４
「
苑

中
遇
雪
応
制
」、
６
「
遊
禁
苑
（
陪
）
幸
臨
渭
亭
遇
雪
応
制
」
な
ど
、
同
じ
詩
題

を
持
つ
作
品
が
多
く
み
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
奉
和
詩
は
後
世
の
詩
人
が

制
作
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
詩
題
の
一
致
の
み
で
同
じ
場
に
お
け
る
作
と
は

断
定
で
き
な
い
が
、
同
題
の
詩
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
時
代

を
超
え
て
同
じ
題
を
多
く
の
詩
人
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
に
詠
ま
れ
る
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
雪
の
美
景
を
詠
む

こ
と
、
雪
が
豊
年
の
予
兆
と
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
天
子
を
讃
美
す

る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的
な
態
度
と
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
詩
の
特

徴
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
宗
楚
客
と
張
説
の
「
奉
和
聖
製
喜
雪
応
制
」
の
詩

を
挙
げ
る
。

①　
「
奉
和
聖
製
喜
雪
応
制
」
宗
楚
客
（
巻
四
十
六
）

飄
飄
瑞
雪
下
山
川
。
散
漫
軽
飛
集
九
埏
。

似
絮
還
飛
垂
柳
陌
。
如
花
更
繞
落
梅
前
。
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影
隨
明
月
團
紈
扇
。
声
将
流
水
雑
鳴
弦
。

共
荷
神
功
万
庾
積
。
終
朝
聖
寿
百
千
年
。

②　
「
奉
和
聖
製
喜
雪
応
制
」
張
説
（
巻
八
十
八
）

聖
徳
與
天
同
。
封
巒
欲
報
功
。
詔
書
期
日
下
。
霊
感
応
時
通
。

触
石
雲
呈
瑞
。
含
花
雪
告
豊
。
積
如
沙
照
月
。
散
似
麵
従
風
。

舞
集
仙
台
上
。
歌
流
帝
楽
中
。
遙
知
百
神
喜
。
灑
路
待
行
宮
。

①
の
詩
は
、
瑞
雪
が
山
川
に
下
っ
て
軽
や
か
に
舞
い
散
り
、
綿
の
よ
う
に
柳

に
垂
れ
、花
の
よ
う
に
落
梅
の
前
を
め
ぐ
る
と
い
う
雪
の
美
景
が
詠
ま
れ
、七
・

八
句
で
は
、
神
々
の
力
に
よ
り
多
く
の
穀
物
を
米
倉
に
積
む
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、

天
子
の
寿
命
が
百
年
千
年
と
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
う
内
容
で
あ
る
。
雪
の
降

る
様
子
が
美
景
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
雪
が
瑞
雪
で
あ
る
こ
と
に
よ
り

豊
作
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
神
功
」
で
あ
る
と
こ

ろ
の
豊
作
は
、
天
子
が
正
し
く
神
祀
り
を
行
い
、
天
の
運
行
を
正
し
く
読
み
解

き
、
世
を
平
穏
に
導
い
た
聖
天
子
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
と
い
う
理
解

に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
終
朝
聖
寿
百
千
年
」
の
よ
う
に
、
天
子
の
寿
命
が
永

遠
で
あ
る
こ
と
を
言
祝
ぐ
の
で
あ
る
。
②
の
詩
は
、
天
子
の
聖
な
る
徳
は
天
と

等
し
く
、
詔
書
に
よ
っ
て
神
々
は
感
応
し
、
雲
は
瑞
祥
を
あ
ら
わ
し
、
雪
は
豊

年
を
告
げ
、
雪
は
沙
の
よ
う
に
積
も
っ
て
月
に
照
ら
さ
れ
、
粉
が
風
に
従
っ
て

散
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
天
子
の
徳
と
、
そ
の
徳
に
感
じ
た
神
々

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
美
景
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
歌
舞
音
曲
を
楽
し

む
と
百
神
が
喜
ぶ
こ
と
を
知
り
、
道
を
清
め
て
天
子
の
行
宮
へ
の
お
出
ま
し
を

待
っ
て
い
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
天
子
の
徳
を
称
え
、
そ
の
徳

に
感
応
し
て
瑞
雲
が
あ
ら
わ
れ
、
豊
年
を
告
げ
る
雪
が
降
る
の
で
あ
る
。
正
し

く
神
祀
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
天
子
は
臣
下
の
み
な
ら
ず
、
神
々
か

ら
も
「
灑
路
待
行
宮
」
と
い
う
奉
仕
を
受
け
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う

な
聖
天
子
の
登
場
を
称
え
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
雪
景
に
対
す
る
表

現
は
、
梅
、
柳
、
月
な
ど
と
の
取
り
合
わ
せ
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
神
仙
境
に

擬
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
許
敬
宗
の
「
奉
和
喜
雪
応
制
」（
巻

三
十
五
）
に
は
「
姑
峰
映
仙
質
。
郢
路
雑
歌
塵
。」 

と
あ
り
、
宗
楚
客
の
「
奉
和

人
日
清
暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」（
巻
四
十
六
）
に
は
「
窈
窕
神
仙
閣
。
参
差
雲

漢
間
。（
中
略
）
太
液
天
為
水
。
蓬
萊
雪
作
山
。」
と
あ
り
、
徐
彦
伯
の
「
苑
中

遇
雪
応
制
」（
巻
七
十
六
）
に
は
「
千
鍾
聖
酒
御
筵
披
。
六
出
祥
英
乱
繞
枝
。
即

此
神
仙
対
瓊
圃
。
何
煩
轍
迹
向
瑤
池
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
雪
景
は
蓬
萊
な
ど

の
神
仙
の
風
景
と
し
て
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
、
そ
の
よ
う

な
理
想
の
風
景
が
、
天
子
の
恩
徳
に
よ
っ
て
現
前
し
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
次
の
李
乂
の
詩
に
は
、
そ
の
思
想
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

③　
　
「
奉
和
人
日
清
暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」
李
乂
（
巻
九
十
二
）

上
日
登
樓
賞
。
中
天
御
輦
飛
。
後
庭
聯
舞
唱
。
前
席
仰
恩
輝
。

睿
作
風
雲
起
。
農
祥
雨
雪
霏
。
幸
陪
人
勝
節
。
長
願
奉
垂
衣
。

こ
の
詩
は
、
人
日
（
正
月
七
日
）
に
清
暉
閣
（
長
安
城
の
北
に
あ
る
、
大
明
宮
の
紫
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宸
殿
の
西
に
位
置
し
た
建
物
）
に
お
い
て
群
臣
と
の
宴
が
催
さ
れ
、
そ
の
時
に
偶

然
雪
が
降
っ
た
こ
と
に
よ
る
応
制
詩
で
あ
る
。
後
庭
に
は
舞
や
歌
が
続
き
、
前

庭
に
は
恩
徳
に
満
ち
た
天
子
が
座
し
、
天
子
の
叡
徳
は
風
雲
を
起
こ
し
、
農
耕

の
瑞
祥
で
あ
る
雨
や
雪
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

節
日
に
陪
す
る
こ
と
は
幸
運
で
あ
り
、
天
子
の
御
代
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願

い
奉
る
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
天
子
の
「
恩
輝
」
に
よ
っ
て
「
睿
作
風
雲

起
。
農
祥
雨
雪
霏
。」
と
い
う
瑞
祥
の
起
こ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
徳
に
天
が
感
応
し
て
、
こ
の
よ
う
な
瑞
祥
が
降
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
張
九
齡
の
詩
に
も
み
ら
れ
る
。

④　
　
「
奉
和
聖
製
瑞
雪
篇
」
張
九
齡
（
巻
四
十
七
）
※
前
半
部
分
省
略

応
如
此
雪
多
。
朝
冕
旒
兮
載
悦
。
想
籉
笠
兮
農
節
。
倚
瑤
琴
兮
或
歌
。

続
薫
風
兮
瑞
雪
。
福
浸
昌
。
応
尤
盛
。
瑞
雪
年
年
常
感
聖
。
願
以
柏
梁

作
。
長
為
柳
花
詠
。

張
九
齡
の
詩
は
応
制
詩
で
は
な
い
が
「
奉
和
聖
製
」
の
詩
で
あ
り
、
そ
の
内

容
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
応
制
詩
に
類
似
す
る
た
め
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

大
雪
に
よ
っ
て
朝
廷
に
仕
え
る
官
人
た
ち
は
喜
び
、「
籉
笠
」（
日
笠
と
雨
笠
）
は

農
事
の
よ
き
日
を
願
い
、
美
し
い
琴
や
歌
は
調
子
を
合
わ
せ
、
薫
風
は
瑞
雪
に

続
い
て
や
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
幸
福
が
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
る
の
は
、

瑞
雪
は
常
に
聖
徳
に
感
応
し
て
起
こ
る
た
め
だ
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
例
か
ら
は
、
雪
が
瑞
雪
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
の
は
、
天

子
が
そ
の
徳
を
も
っ
て
降
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
し
て

成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
瑞
雪
を
詩
賦
に
詠
む
こ
と
の
背
後

に
は
主
君
と
臣
下
と
い
う
君
臣
関
係
が
あ
り
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
瑞
雪
が
讃

美
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
聖
天
子
の
御
代
に
お
い
て
瑞
雪
が
降
り
、
臣

下
た
ち
は
詩
を
も
っ
て
そ
の
徳
を
寿
ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
相
互
関
係
の
理
想
の

行
為
と
し
て
、
④
の
詩
に
お
い
て
は
柏
梁
詩
を
作
り
、
長
く
柳
花
の
詩
を
詠
む

こ
と
を
願
う
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
許
敬
宗
の「
奉
和
喜
雪
応
制
」（
巻
三
十
五
）

に 

「
是
日
松
筠
性
。
欣
奉
柏
梁
歌
。」
と
あ
り
、
蘇
頲
の
「
奉
和
聖
製
人
日
清

暉
閣
宴
群
臣
遇
雪
応
制
」（
巻
七
十
三
）
に
「
軽
飛
伝
綵
勝
。
天
上
奉
薫
歌
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
詩
を
奏
上
す
る
こ
と
で
天
子
を
称
え
、
君
臣
和
楽
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
殊
に
、
君
臣
和
楽
に
お
け
る
理
想

の
詩
宴
と
し
て
は
、
張
九
齡
や
許
敬
宗
が
述
べ
る
よ
う
に
柏
梁
台
の
詩
を
代
表

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
想
の
君
臣
和
楽
を
実
現
し
た
柏
梁

詩
の
理
念
は
、
当
該
作
品
の
構
成
に
も
関
与
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

五　

聯
句
の
方
法
と
君
臣
和
楽
の
詩
歌

柏
梁
詩
は
、
漢
の
武
帝
の
「
柏
梁
台
」
の
完
成
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
聯
句
詩

で
あ
る
が
、
実
際
は
六
朝
期
の
作
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
劉
勰
の
『
文
心

雕
龍
』
に
は
「
孝
武
愛
文
、
柏
梁
列
韻
。」（
明
詩
・
第
六（

（2
（

）
と
あ
り
、
聯
句
の
起

源
と
も
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
「
柏
梁
詩
」
の
一
部
を
次
に
掲
げ
る
。
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日
月
星
辰
和
四
時
。	

日
月
星
辰
四
時
を
和
す
。〈
帝
〉

驂
駕
駟
馬
従
梁
来
。	

驂
駕
駟
馬
梁
よ
り
来
る
。〈
梁
王
孝
王
武
〉

郡
国
士
馬
羽
林
材
。	

郡
国
の
士
馬
羽
林
の
材
。〈
大
司
馬
〉

総
領
天
下
誠
難
治
。	

天
下
を
総
領
す
る
誠
に
治
め
難
し
。〈
丞
相
石
慶
〉

和
撫
四
夷
不
易
哉
。	

四
夷
を
和
撫
す
る
易
か
ら
ざ
る
哉
。〈
大
将
軍
衛
青
〉

刀
筆
之
吏
臣
執
之
。	
刀
筆
の
吏
は
臣
之
を
執
ら
ん
。〈
御
史
大
夫
倪
寛
〉

撞
鐘
伐
鼓
声
中
詩
。	
鐘
を
撞
き
鼓
を
伐
ち
声
詩
に
中
る
。〈
太
帝
周
建
徳
〉

宗
室
広
大
日
益
滋
。	

宗
室
の
広
大
日
に
益
滋
し
。〈
宗
正
劉
安
国
〉

（
以
下
略
）

（『
古
詩
源
』
巻
二
・
漢
詩
／
『
藝
文
類
聚
』
第
五
十
六
巻
・
雑
文
部
二（

（2
（

）

漢
の
武
帝
の
「
柏
梁
詩
」
は
、
武
帝
が
群
臣
に
対
し
て
、
よ
く
七
言
詩
を
作

る
者
を
上
座
と
す
る
と
詔
し
、
二
十
六
人
で
七
言
句
を
一
句
ず
つ
詠
み
継
い
だ

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
句
の
内
容
は
必
ず
し
も
前
人
の
句
と
緊
密
に
連
絡
す

る
も
の
で
は
な
く
、
各
々
が
帝
や
天
下
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
様
々
に
述

べ
て
ゆ
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
柏
梁
詩
」
の
形
式
は
柏
梁
体
、
柏
梁
体
聯

句
と
も
呼
ば
れ
、こ
の
形
式
の
聯
句
は
六
朝
期
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。「
柏

梁
詩
」
は
七
言
句
を
複
数
人
で
継
い
で
ゆ
く
こ
と
を
そ
の
形
式
と
し
て
お
り
、

天
子
を
上
座
と
し
た
場
合
、
そ
の
詠
句
に
対
し
て
臣
下
が
謙
遜
の
辞
を
述
べ
て

ゆ
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
天
子
が
開
く
聯
句
の
場
は
、
君
臣
の
唱
和
を

志
向
す
る
宴
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
柏
梁
詩
」
に
つ
い
て
鈴
木
虎

雄
氏
は
、「
聯
句
と
い
ふ
名
あ
れ
ど
も
一
句
は
各
々
独
立
の
意
味
を
有
し
他
人

の
句
意
と
は
関
係
を
有
せ
ず
」
と
い
い
、「
二
句
、
若
く
は
二
句
以
上
と
な
り

て
は
初
め
甲
乙
各
々
独
立
な
り
し
句
意
も
漸
く
連
絡
を
為
し
、
唱
和
、
若
く
は

共
同
の
製
作
の
体
裁
を
為
し
来
る（

（2
（

」
と
述
べ
る
。
六
朝
期
に
作
ら
れ
る
聯
句
体

詩
に
は
五
言
詩
の
形
式
も
あ
り
、
必
ず
し
も
天
子
が
上
座
と
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
内
容
も
季
節
の
美
景
へ
の
関
心
や
夫
婦
の
愛
情
な
ど
、
様
々
に
展
開

し
て
い
る（

（2
（

。
先
の
張
九
齡
や
許
敬
宗
が
「
柏
梁
詩
」
を
取
り
出
し
た
の
は
、
こ

の
「
柏
梁
詩
」
を
理
想
と
す
る
君
臣
和
楽
へ
の
強
い
希
求
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
柏
梁
詩
」
の
理
念
を
参
照
す
る
と
、
家
持
が
記
録
し
た
当
該

作
品
の
五
首
の
背
後
に
は
、
柏
梁
体
聯
句
詩
の
如
き
君
臣
和
楽
の
実
現
が
意
図

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
再
度
、
当
該
の
五
首

の
応
詔
歌
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

Ａ　

降
る
雪
の
白
髪
ま
で
に
大
君
に
仕
へ
ま
つ
れ
ば
貴
く
も
あ
る
か

                                                  

〈
橘
諸
兄
〉

Ｂ　

天
の
下
す
で
に
覆
ひ
て
降
る
雪
の
光
を
見
れ
ば
貴
く
も
あ
る
か

                                                  

〈
紀
清
人
〉

Ｃ　

山
の
峡
其
処
と
も
見
え
ず
一
昨
日
も
昨
日
も
今
日
も
雪
の
降
れ
れ
ば

                                                  

〈
紀
男
梶
〉

Ｄ　

新
し
き
年
の
は
じ
め
に
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は

                                                

〈
葛
井
諸
会
〉

Ｅ　

大
宮
の
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
降
れ
る
白
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
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外
に
も
光
る
ま
で
」
と
い
う
の
は
、
太
上
天
皇
の
威
光
に
よ
り
雪
が
「
光
る
」

こ
と
で
あ
り
、
Ｂ
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
五
首
に
よ
っ
て
、

家
持
が
「
柏
梁
詩
」
の
ご
と
き
理
想
の
君
臣
和
楽
の
世
界
を
提
示
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
五
首
は
太
上
天
皇
の
徳
と
瑞
雪
を
寿
ぐ
聯
句

的
な
作
品
と
し
て
構
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
解
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
瑞
雪
と
君
臣
和
楽
の
思
想
を
重
ね
て

み
た
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
最
後
の
Ｅ
の
家
持
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
家
持

の
歌
の
「
降
れ
る
」
に
は
諸
本
に
校
異
・
異
訓
が
存
す
る
。

「
零
須
」　　

元
・
神
・
西
・
細
・
温
・
矢
・
京
・
宮
・
無
・
附
・
寛

「
零
流
」　　

類
・
広　

「
フ
ラ
ス
」　

類
・
西
・
細
・
神
・
温
・
宮
・
広

「
フ
レ
ル
」　

元
・
広
（
右
傍
訓
）　

「
フ
ル
ス
」　

矢
・
京
・
無
・
附
・
寛

西
本
願
寺
本
な
ど
そ
の
他
の
諸
本
で
は
漢
字
本
文
は
「
零
須
」
で
あ
り
、
訓

読
は
「
フ
ラ
ス
」
も
し
く
は
「
フ
ル
ス
」
で
あ
る
。
元
暦
校
本
は
「
零
須
」
と

し
な
が
ら
「
フ
レ
ル
」
と
訓
む
。
し
か
し
、
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
は
「
零
流
」

に
作
る
が
、
訓
読
は
「
フ
ラ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
元
暦
校
本
の
訓
読
お
よ
び

類
聚
古
集
の
本
文
に
従
え
ば
、「
フ
レ
ル
」
と
訓
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
フ
ラ
ス
（
零
須
）」
と
「
フ
レ
ル
（
零
流
）」
の
い
ず
れ

を
採
る
か
、
諸
注
釈
書
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
井
上
通
泰
氏
『
万
葉
集

新
考
』
は
「
フ
ラ
ス
は
フ
リ
給
フ
と
い
ふ
ば
か
り
に
も
あ
ら
ね
ど
多
少
敬
意
を

                                                

〈
大
伴
家
持
〉

こ
の
五
首
は
、「
降
る
雪
」
を
主
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
に
詠
ま
れ
た
歌

を
承
け
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
Ａ
の
諸
兄
の
歌
で
ま
ず
大
君
へ
の
奉
仕
の
慶

び
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
は
、
君
臣
和
楽
を
志
向
す
る
応
詔
歌
の
場
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
、
ま
た
も
っ
と
も
常
套
的
な
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ｂ
の
紀
清
人
の

歌
は
、
諸
兄
の
「
降
る
雪
」
を
承
け
て
、
天
の
下
を
覆
う
よ
う
に
雪
が
降
り
積

も
る
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
諸
兄
が
雪
を
白
髪
に
見
立
て
た
譬
喩
と
は
対
照

的
に
、
景
と
し
て
「
降
る
雪
」
を
捉
え
、
そ
の
雪
を
太
上
天
皇
の
威
光
に
重
ね

て
い
る
。
ま
た
、「
貴
く
も
あ
る
か
」
と
い
う
Ａ
の
諸
兄
の
言
葉
を
引
き
継
ぐ

う
た
い
方
で
あ
る
。
Ｃ
の
紀
男
梶
の
歌
は
、
山
峡
が
ど
こ
で
あ
る
か
も
見
え
な

い
ほ
ど
に
、
一
昨
日
も
昨
日
も
今
日
も
雪
が
降
り
続
い
た
と
い
い
、
清
人
の
Ｂ

の
「
天
の
下
す
で
に
覆
ひ
て
」
と
あ
る
の
を
具
体
的
な
景
と
し
て
承
け
継
い
で

詠
み
、「
降
る
雪
」
を
「
見
る
」
対
象
と
し
て
歌
の
視
点
を
移
し
て
い
る
。
Ｄ

の
葛
井
諸
会
の
歌
は
、
新
年
の
始
め
に
豊
年
の
吉
兆
と
し
て
雪
が
降
り
積
も
っ

た
こ
と
を
う
た
う
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
で
「
一
昨
日
も
昨
日
も
今
日
も
」
と
い
う

時
間
が
詠
ま
れ
た
こ
と
を
承
け
て
、
今
日
こ
の
日
が
「
新
し
き
年
の
は
じ
め
」

と
い
う
時
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
捉
え
直
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｅ
の
大
伴

家
持
の
歌
で
は
、
Ｂ
に
「
天
の
下
す
で
に
覆
ひ
て
」、
Ｃ
に
「
山
の
峡
其
処
と

も
見
え
ず
」
と
う
た
わ
れ
た
雪
景
を
、「
大
宮
の
内
に
も
外
に
も
」
と
い
う
具

体
的
な
場
所
と
し
て
再
度
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
集
っ
て
い
る
場
所
へ
と

視
点
を
戻
し
つ
つ
、
こ
の
瑞
雪
へ
の
喜
び
を
詠
ん
で
い
る
。「
大
宮
の
内
に
も
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持
歌
は
諸
本
の
漢
字
本
文
「
零
須
」
の
と
お
り
に
「
降
ら
す
」
と
訓
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
太
上
天
皇
が
そ
の
徳
に
よ
り
降
ら
せ
た
白
雪
で
あ
る
と
解
釈
す
べ

き
で
あ
り
、
君
臣
和
楽
に
よ
る
応
詔
の
場
の
理
念
を
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
表

現
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
応
詔
歌
五
首
に
よ
り
当
該
作
品

を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
持
は
柏
梁
体
聯
句
の
ご
と
き
君
臣
が
一
体
と

な
っ
た
君
臣
和
楽
の
歌
を
、
一
つ
の
歌
群
と
し
て
形
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
た

の
だ
と
い
え
る
。
家
持
の
こ
の
よ
う
な
意
図
は
、
理
想
の
君
臣
関
係
を
求
め
る

家
持
の
作
品
に
底
流
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

本
論
は
、
天
平
十
八
年
正
月
の
白
雪
の
応
詔
歌
群
を
対
象
と
し
て
、
序
文
お

よ
び
五
首
の
応
詔
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
君
臣
和
楽
の
思
想
を
、
雪
掃
き
の
奉
仕
、

肆
宴
に
よ
る
応
詔
の
詩
歌
の
場
、
雪
の
応
詔
歌
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ

て
き
た
。
雪
掃
き
の
奉
仕
は
、
具
体
的
な
行
動
に
基
づ
い
た
君
臣
関
係
の
確
認

行
為
で
あ
り
、
そ
の
奉
仕
に
対
し
て
太
上
天
皇
が
肆
宴
を
賜
る
と
い
う
相
互
関

係
の
構
造
の
中
に
あ
る
。
臣
下
が
雪
掃
き
に
従
事
す
る
の
は
、
雪
の
瑞
祥
と
し

て
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
中
国
で
は
雪
は
豊
作
を
も
た
ら
す
瑞

祥
と
さ
れ
る
が
、
雪
が
す
べ
て
瑞
雪
な
の
で
は
な
く
、
天
子
の
徳
が
天
に
感
応

し
て
降
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
瑞
雪
と
な
る
の
で
あ
る
。
天
子
の
徳

に
よ
っ
て
降
る
瑞
雪
で
あ
る
た
め
に
豊
年
が
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ

帯
び
た
る
辞
な
り（

（2
（

」
と
述
べ
、
以
後
、「
降
る
」
の
丁
寧
な
表
現
や
敬
意
表
現

と
理
解
す
る
注
釈
書
も
多
く
み
ら
れ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は

「
須
は
流
と
誤
写
す
る
こ
と
の
あ
る
文
字
で
あ
る
し
（
例
え
ば
巻
六
、
九
三
八
な

ど
）、
フ
ラ
ス
と
あ
っ
て
は
語
法
上
不
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
須
は
流
の
誤
と

認
め
る（

（3
（

」
と
し
、
尊
敬
の
助
動
詞
「
す
」
は
終
止
形
で
あ
る
た
め
「
白
雪
」（
体

言
）
に
は
か
か
ら
な
い
と
い
う
文
法
上
の
問
題
を
指
摘
す
る
。
こ
の
日
本
古
典

文
学
大
系
本
の
指
摘
以
降
、
澤
瀉
久
孝
氏
『
万
葉
集
注
釈
』
や
中
西
進
氏
『
万

葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』、『
万
葉
集
全
注
』、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
な
ど

が
こ
の
理
解
を
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
窪
田
空
穂
氏
『
万
葉
集
評
釈
』
は
、

「『
零
ら
す
』
だ
と
、
天
皇
の
意
志
で
お
降
ら
せ
に
な
る
で
、『
大
宮
』
と
の
関

係
で
通
じ
な
く
は
な
い（

（3
（

」「
皇
威
に
よ
っ
て
降
ら
せ
た
物
と
し
て
、
賀
の
心
を

か
ら
ま
せ
た
歌
と
取
れ
る
」と
し
、ま
た
伊
藤
博
氏『
万
葉
集
釈
注
』は「『
白
雪
』

は
上
皇
の
威
徳
に
よ
っ
て
降
り
積
も
っ
て
お
い
で
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
、
白
雪
讃
美
は
す
な
わ
ち
深
々
と
し
た
上
皇
讃
美
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

」
と
述
べ

て
い
る
。
窪
田
氏
や
伊
藤
氏
の
解
釈
は
、
ま
さ
に
本
論
が
第
四
節
で
論
じ
て
き

た
、
聖
天
子
の
恩
徳
に
よ
り
瑞
雪
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
理
解
と
同
じ
方
向

性
の
解
釈
で
あ
る
。
家
持
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
天
子
が
も
た
ら
す
瑞
雪
の

思
想
を
理
解
し
、
聖
天
子
が
降
ら
せ
る
瑞
雪
と
し
て
、
眼
前
の
雪
景
を
詠
む
こ

と
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
折
し
も
葛
井
諸
会
が
「
豊
の
年
し
る
す
と
な
ら

し
」
と
い
う
豊
年
の
瑞
祥
で
あ
る
と
こ
ろ
の
雪
を
取
り
出
し
た
こ
と
か
ら
、
自

ら
の
歌
を
諸
会
の
歌
の
次
に
配
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
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解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
家
持
は
こ
の
歌
に
よ
っ
て
、
こ
の
正
月
の
大
雪
と
奉
仕

と
肆
宴
が
す
べ
て
太
上
天
皇
の
聖
天
子
と
し
て
の
資
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
太
上
天
皇
へ
の
最
大
限
の
寿
歌
を
奉
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
肆
宴

に
他
に
も
応
詔
歌
が
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
こ
の
五
首
に
限
っ
た

の
は
、
橘
諸
兄
を
上
座
と
し
た
君
臣
和
楽
の
歌
が
明
確
に
構
成
で
き
る
こ
と
を

意
図
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
に
対
す
る
臣
下
か
ら
の
祝
福
が
、
当
該
作
品
で
は
雪
掃
き
と
し
て
実
現
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
雪
掃
き
の
奉
仕
へ
の
労
い
と
し
て
肆
宴
が
催
さ
れ
、
太
上

天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
君
臣
和
楽
の
歌
の
場
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

肆
宴
に
お
い
て
応
詔
の
詩
歌
が
奏
上
さ
れ
る
こ
と
は
、
君
臣
の
唱
和
に
よ
り

君
臣
が
一
体
と
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
当
該
作
品
の
よ

う
な
題
詠
の
応
詔
の
詩
歌
の
場
は
、
君
臣
が
一
体
と
な
っ
て
眼
前
の
美
景
を
共

に
賞
美
す
る
こ
と
を
求
め
る
理
想
の
詩
宴
で
あ
る
。
初
唐
の
雪
を
題
と
し
た
応

制
詩
に
お
い
て
は
、
雪
が
瑞
雪
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
の
は
天
子
が
そ
の
徳
を

も
っ
て
降
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
し
て
成
立
し
て
い
た
。

瑞
雪
を
詩
賦
に
詠
む
こ
と
の
背
後
に
は
、
主
君
と
臣
下
と
い
う
関
係
性
が
そ
の

根
底
に
あ
り
、
臣
下
は
す
ぐ
れ
た
聖
天
子
の
御
代
と
そ
の
徳
を
、
詩
に
よ
っ
て

寿
ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
理
想
と
さ
れ
た
の
が
、
漢
の
武
帝
の
時
の
柏
梁
台

に
お
け
る
聯
句
で
あ
り
、
詩
に
優
れ
た
臣
下
が
次
々
と
天
子
を
寿
ぐ
詩
を
奉
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
後
世
に
お
い
て
も
君
臣
和
楽
の
詩
宴
の
理
想
の
姿
と
し
て
知

ら
れ
、
当
該
歌
群
を
構
成
し
た
家
持
は
、
こ
の
柏
梁
体
聯
句
の
ご
と
き
君
臣
和

楽
の
宴
が
実
現
し
た
こ
と
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
首
の
応
詔
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
君
臣
和
楽
を
志
向
す
る
内
容
を

詠
ん
で
お
り
、
そ
の
し
め
く
く
り
に
位
置
す
る
家
持
歌
に
は
、
そ
れ
が
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。「
白
雪
」は
太
上
天
皇
の
徳
が
天
に
感
応
し
た
こ
と
で
降
っ

た
瑞
雪
で
あ
り
、
雪
を
降
ら
せ
た
の
は
太
上
天
皇
の
徳
沢
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
思
想
か
ら
、
そ
の
雪
は
「
降
ら
す
白
雪
」
で
あ
る
と
詠
ん
だ
の
だ
と
理

注
（
１
）『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
）

に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
２
）
当
該
歌
群
の
詠
出
順
に
つ
い
て
、
橋
本
達
雄 

担
当
『
万
葉
集
全
注
』
第
十
七

巻
（
一
九
八
五
年
、有
斐
閣
）
は
、「
男
梶
は
家
持
と
と
も
に
従
五
位
下
で
あ
り
、

他
は
外
従
五
位
下
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
歌（
紀
男
梶
の
歌
：
筆
者
注
）は
清
人
、

あ
る
い
は
家
持
に
続
い
て
詠
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。（
中
略
）
家
持
の
歌
が
清

人
の
歌
を
承
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、『
天
の
下
』（
広
）
→
『
大

宮
の
内
に
も
外
に
も
』（
狭
）
→
『
山
の
峡
』（
外
）
の
順
序
が
自
然
で
あ
る
の
で
、

制
作
順
は
清
人
、
家
持
、
男
梶
の
順
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
と
想
定
し
、

佐
藤
隆
氏
も
こ
の
歌
順
を
追
認
す
る
（「
大
伴
家
持
と
白
雪
応
詔
歌
群
―
賀
と

雅
の
競
演
―
」『
大
伴
家
持
作
品
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
、
お
う
ふ
う
）。

（
3
）『
続
日
本
紀
』
の
引
用
は
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
）

に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
4
）
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
第
六
巻
（
一
九
七
五
年
、岩
波
書
店
）、澤
瀉
久
孝
『
万

葉
集
注
釈
』
巻
十
七
（
一
九
六
七
年
、
中
央
公
論
社
）、
橋
本
達
雄 

担
当
『
万
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葉
集
全
注
』
第
十
七
巻
（
一
九
八
五
年
、
有
斐
閣
）
な
ど
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

（
5
）
直
木
孝
次
郎
「
橘
諸
兄
と
元
正
太
上
天
皇
―
天
平
十
八
年
正
月
の
大
雪
の
日

に
お
け
る
―
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
十
三
巻
五
号
、
一
九

七
八
年
四
月
）。
以
下
、
直
木
氏
の
論
は
同
論
に
よ
る
。

（
6
）『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
閏
正
月
朔
条
に
は
、「
詔
し
て
百
官
を
朝
堂
に
喚

し
会
へ
、
問
ひ
て
曰
は
く
、「
恭
仁
・
難
波
の
二
京
、
何
を
か
定
め
て
都
と
せ

む
。
各
そ
の
志
を
言
せ
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
、恭
仁
京
の
便
宜
を
陳
ぶ
る
者
、

五
位
已
上
廿
四
人
、
六
位
已
下
百
五
十
七
人
な
り
。
難
波
京
の
便
宜
を
陳
ぶ

る
者
、
五
位
已
上
廿
三
人
六
位
已
下
一
百
卅
人
な
り
。」
と
あ
る
。

（
7
）
渡
瀬
昌
忠
「
四
人
構
成
の
場
―
Ｕ
字
型
の
座
順
―
」（『
万
葉
集
研
究
』
第
五
集
、

一
九
七
六
年
七
月
、
塙
書
房
）。

（
8
）
市
瀬
雅
之
「
白
雪
応
詔
歌
群
の
場
合
」（
市
瀬
雅
之
・
城
崎
陽
子
・
村
瀬
憲
夫

『
万
葉
集
編
纂
構
想
論
』
二
〇
一
四
年
、
笠
間
書
院
）。

（
9
）
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
に
は
、「
正
月
ノ
下
ニ
一
日
ノ
二
字
落
タ
ル
欤
。
葛
井

連
諸
会
カ
歌
ニ
依
ル
ニ
然
ル
ヘ
シ
ト
オ
ホ
エ
タ
リ
。
但
、
其
他
ノ
歌
ニ
元
日

ノ
意
ナ
ケ
レ
ハ
、
一
日
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ニ
ヤ
。
サ
リ
ト
モ
、
二
日
三
日
ナ
ト
ノ

間
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
、
某
日
ト
云
事
ノ
落
タ
ル
欤
」（
上
記
朱
書
）
と
い
う
。
な
お
、

『
万
葉
代
匠
記
』
の
引
用
は
、『
契
沖
全
集
』
第
六
巻
（
一
九
七
五
年
、
岩
波

書
店
）
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
10
）
佐
藤
隆
「
大
伴
家
持
と
白
雪
応
詔
歌
群
―
賀
と
雅
の
競
演
―
」（『
大
伴
家
持

作
品
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
、
お
う
ふ
う
）。

（
11
）
二
六
二
番
歌
の
下
句
の
訓
読
に
は
諸
説
あ
る
が
、
特
に
説
が
分
か
れ
る
の
は

「
雪
驟
」
の
箇
所
で
あ
る
。
類
聚
古
集
は
「
雪
驟
」
と
し
、
紀
州
本
「
雪
驢
」、

活
字
無
訓
本
「
雪
鸝
」
と
す
る
が
、
西
本
願
寺
本
そ
の
他
の
諸
本
は
「
雪
驪
」

と
す
る
。
訓
読
は
「
ユ
キ
ニ
ウ
グ
ツ
ク
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
／
本
文
「
雪

驟
」・
阿
蘇
瑞
枝『
万
葉
集
全
歌
講
義
』／
本
文「
雪
驪
」）、「
ユ
キ
ニ
ウ
ク
ヅ
キ
」

（
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
／
本
文
「
雪
驟
」）、「
ユ
キ
ノ
サ
ワ
ケ
ル
」（
澤

瀉
久
孝『
万
葉
集
注
釈
』／
本
文「
雪
驪
」・
武
田
祐
吉『
増
訂 

万
葉
集
全
註
釈
』

／
本
文
「
雪
驟
」・
講
談
社
文
庫
本
／
本
文
「
雪
驟
」・
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』

／
本
文
「
雪
驪
」）、「
ユ
キ
ニ
ウ
マ
ナ
ム
」（
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
／

本
文「
雪
驪
」）、「
ユ
キ
ニ
ツ
ド
ヘ
ル
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
／
本
文「
雪

驟
」）
な
ど
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
中
西

進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
）
が
採
用
し
て
い
る
「
雪
驟
・

ユ
キ
ノ
サ
ワ
ケ
ル
」
と
す
る
解
釈
に
よ
る
。

（
12
）
辰
巳
正
明
「
雪
の
驟
―
人
麿
の
皇
子
讃
歌
―
」『
万
葉
集
と
中
国
文
学　

第
二
』

（
一
九
九
三
年
、
笠
間
書
院
）。

（
13
）
東
野
治
之
「
玉
来
の
詩
賦
―
藤
原
宇
合
棗
賦
に
関
連
し
て
―
」（『
続
日
本
紀

研
究
』
一
六
七
号
、
一
九
七
三
年
六
月
）。

（
14
）『
文
選
』
の
引
用
は
、花
房
英
樹　

全
釈
漢
文
大
系
『
文
選　

詩
騒
編
』
四
（
一

九
七
四
年
、
集
英
社
）
に
よ
る
。

（
15
）
辰
巳
正
明
「
近
江
朝
文
学
史
の
課
題
」『
万
葉
集
と
中
国
文
学　

第
二
』（
一

九
九
三
年
、
笠
間
書
院
）。

（
16
）
島
田
裕
子
「
雪
の
日
の
肆
宴
歌
」『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
八
巻

（
二
〇
〇
二
年
、
和
泉
書
院
）。
以
下
、
島
田
氏
の
論
は
同
論
に
よ
る
。

（
17
）
上
田
設
夫
「
天
平
十
八
年
肆
宴
歌
」（『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
八
集
、一
九
七
八
年
、

有
斐
閣
）。

（
18
）『
懐
風
藻
』
の
引
用
は
、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
二
〇
一
二
年
、
笠

間
書
院
）
に
よ
る
。

（
19
）『
宋
書
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
本
に
よ
る
。

（
20
）『
文
選
』
の
引
用
は
、小
尾
郊
一　

全
釈
漢
文
大
系
『
文
選　

文
章
編
』
二
（
一

九
七
四
年
、
集
英
社
）
に
よ
る
。

（
21
）『
全
晋
文
』の
引
用
は
、『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』二（
上
海
古
籍
出
版
）

に
よ
る
。
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（
22
）『
全
唐
詩
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
本
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

（
23
）『
文
心
雕
龍
』
の
引
用
は
、戸
田
浩
暁　

新
釈
漢
文
大
系
『
文
心
雕
龍
』
上
（
一

九
七
四
年
、
明
治
書
院
）
に
よ
る
。

（
24
）『
古
詩
源
』
の
引
用
は
、
内
田
泉
之
助　

漢
詩
大
系
『
古
詩
源
』
上
（
一
九
六

四
年
、
集
英
社
）
に
よ
る
。

（
25
）
六
朝
の
柏
梁
詩
は
、
た
と
え
ば
宋
・
孝
武
帝
の
「
華
林
都
亭
曲
水
聯
句
效
柏

梁
体
」（『
芸
文
類
聚
』
第
五
十
六
巻
・
雑
文
部
二
）、
梁
・
武
帝
の
「
清
暑
殿

聯
句
柏
梁
体
」（『
芸
文
類
聚
』
第
五
十
六
巻
・
雑
文
部
二
）、
梁
・
元
帝
の
「
宴

清
言
殿
作
柏
梁
体
」（『
芸
文
類
聚
』
第
五
十
六
巻
・
雑
文
部
二
）
な
ど
が
あ
る
。

（
26
）
鈴
木
虎
雄「
柏
梁
台
の
聯
句
」『
支
那
文
学
研
究
』（
一
九
二
五
年
、弘
文
堂
書
房
）。

（
27
）
六
朝
の
聯
句
に
は
、た
と
え
ば
晋
・
謝
道
韞
の
「
咏
雪
聯
句
」（
晋
詩
・
巻
十
三
）

「
白
雪
紛
紛
何
所
似
。〈
謝
公
〉
撒
塩
空
中
差
可
擬
。〈
胡
児
〉
未
若
柳
絮
因
風

起
。〈
道
韞
〉」
や
、晋
・
賈
充
の
「
與
妻
李
夫
人
聯
句　

一
云
定
情
聯
句
」（
晋

詩
・
巻
二
）、
梁
・
簡
文
帝
の
「
曲
水
聯
句
詩
」（『
芸
文
類
聚
』
第
四
巻
・
歲

時
中
・
三
月
三
日
）
な
ど
が
あ
る
。

（
28
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
六
巻
（
一
九
二
八
年
、
国
民
図
書
）。

（
29
）
鴻
巣
盛
広
『
万
葉
集
全
釈
』、
佐
佐
木
信
綱
・
尾
上
八
郎 

担
当
『
万
葉
集
総
釈
』、

佐
佐
木
信
綱
『
評
釈
万
葉
集
』、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』、
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
な
ど
。

（
30
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
四
（
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
店
）。

（
31
）『
窪
田
空
穂
全
集
』
第
十
九
巻
（
一
九
六
七
年
、
角
川
書
店
）。

（
32
）
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
第
九
巻
（
一
九
九
八
年
、
集
英
社
）。


